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第２章　令和５年度入学生教育課程

１．共通科目(生活学科･幼児教育保育学科・ビジネスコミュニケーション学科・デジタルライフビジネス学科）
⑴　履修系統図
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⑵　カリキュラム表
科
目
ナ
ン
バ
ー

授　　業　　科　　目

形
　

態

単

位

数

卒

業

単

位

数

卒
業
必
要

栄
教
・
幼
免

保

育

士

准
学
校
心
理
士

授業回数
担当教員

（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備

考

１年次 ２年次

前 後 前 後

共通科目 （46）

１　
群

芸
術
や
文
化
を
学
ぶ

※こ と ば と 人 間

１
群
・
２
群
・
３
群
・
４
群
・
５
群
か
ら
合
計
12
単
位
以
上

GE1B01 美 術 を み る 目 講義 2 △ 15 15 　深尾　秀一

GE1B02 音 楽 と は 何 か 講義 2 △ 15 15 　柚木たまみ

GE1B03 近 江 学 入 門 講義 2 △ 15 15 　秋山　元秀

GE1B04 国 際 地 理 講義 2 △ 15 15 　秋山　元秀

GE1B05 ア ジ ア の 言 語 と 文 化 講義 2 △ 15 15 　伊澤　亮介
　清水　美里

社
会
や
心
理
を
考
え
る

GE1B06 ※テ レ ビ 映 像 と 現 代 社 会

GE1B06 教 育 を 考 え る 講義 2 △ 15 15 　笹倉千佳弘

GE1B07 心 理 学 講義 2 △ △ 15 15 ○早川　滋人

GE1B08 心 と 身 体 の ヘ ル ス ケ ア 講義 2 △ 15 15 ○神村　有紀

※生 活 文 化 論

GE1B09 子 ど も 社 会 講義 2 △ 15 15 　笹倉千佳弘

GE1B10 子 ど も の 世 界 講義 2 △ 15 15 　松村　都子

GE1B11 日 本 国 憲 法 講義 2 △ ○ 生・幼
15

ビ・デ
15 ○渡邊　暁彦

科学で　
とらえる

GE1B12 現 代 の 健 康 講義 2 △ 15 15 　田中　裕之

GE1B13 数 の 不 思 議 講義 2 △ 15 15 　久米　央也

※デ ー タ 分 析 入 門

体
育
に
つ
い
て
学
び

体
験
す
る　
　
　
　

GE1B14 健 康 ス ポ ー ツ 論 講義 1 △ ○ ○ (集) ○山村　　聡 ☆

GE1B15 ス ポ ー ツ 実 技（ テ ニ ス ） 実技 1 △ △ △
ビ・デ
15

生
15

幼
15

〇山中　博史

GE1B16 ス ポ ー ツ 実 技（ フ ィ ッ ト ネ ス ） 実技 1 △ △ △ 　北尾　岳夫

GE1B17 ス ポ ー ツ 実 技（ バ レ ー） 実技 1 △ △ △ 〇山村　　聡

GE1B18 スポーツ実技（ボウリング＆ゴルフ） 実技 1 △ △ △ (集) 　北尾　岳夫
〇山中　博史 ☆

※ス ポ ー ツ 実 技（ キ ャ ン プ ） △ △

※ス ポ ー ツ 実 技（ ス ノ ー ス ポ ー ツ ） △ △

２　
群

留学生の
ために　

GE1B19 日 本 語 Ⅰ 演習 1 △

２
単
位
以
上

15 　清水　美里
留学生対象

GE1B20 日 本 語 Ⅱ 演習 1 △ 15 　清水　美里

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

GE1B21 英 語 Ⅰ 演習 1 △ △ △ 15 製
15 　蘒　　寛美 セットで

履修する
こと　　GE1B22 英 語 Ⅱ 演習 1 △ △ △ 15 製

15
　蘒　　寛美
○　　　　　

GE1B23 フ ラ ン ス 語 Ⅰ 演習 1 △ △ △ 15 製
15 ○柴田　秀樹 セットで

履修する
こと　　GE1B24 フ ラ ン ス 語 Ⅱ 演習 1 △ △ △ 15 製

15 ○柴田　秀樹

GE1B25 中 国 語 Ⅰ 演習 1 △ △ △ 15 製
15 ○李　　景芳 セットで

履修する
こと　　GE1B26 中 国 語 Ⅱ 演習 1 △ △ △ 15 製

15 ○李　　景芳

3
群

キ
ャ
リ
ア
形
成
を

考
え
る　
　
　
　

GE1B27 キ ャ リ ア 基 礎 演 習 演習 1 ○

４
単
位

8 　全　教　員

GE1C01 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 演 習 演習 1 ○ ビ・デ
8

生・幼
8 　全　教　員

GE1B28 デ ー タ サ イ エ ン ス・ リ テ ラ シ ー 講義 2 ○ 15 　小山内幸治 ハイブリッド型
オンライン

4
群 GE1B29 環 び わ 湖 単 位 互 換 科 目 △ ８単位以内

5
群

す
み
れ
基
礎
科
目

GE1A01 生 活 文 化 入 門 講義 1 △ 8

　中平真由巳
　清水まゆみ
　石井　　明
　笹倉千佳弘
　灰藤友理子

2単位以内
GE1A02 子 ど も 理 解 入 門 演習 1 △ 8

　北尾　岳夫
　柚木たまみ
　深尾　秀一
　久米　央也
　管　眞佐子
　三上　佳子
　松井　典子
　松村　都子

GE1A03 ビ ジ ネ ス 入 門 講義 1 △ 8

　沖山　圭子
　小山内幸治
　江見　和明
　若生眞理子
　伊澤　亮介
　蘒　　寛美
　小笠原寛夫
　河村　梨花

【注】日本語Ⅰ・Ⅱは外国人留学生対象開講科目です。　※は不開講、○は必修科目、△は選択科目
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�
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⑶　卒業・免許・資格要件
区　　　　分 必修科目① 選択必修科目② 選択科目 合 計 ③ 備　　　　考

卒 業 4単位 2単位以上 ③－（①+②）
単位以上 12単位以上 3群4単位、2群から2単位以上選択

栄 養 教 諭 二 種 免 許 3単位 3単位以上 ③－（①+②）
単位以上 12単位以上

1群「スポーツ実技」から1単位以上選択、
2群から2単位以上選択
ただし、4群・5群を除いて12単位以上
取得が要件

幼稚園教諭二種免許 3単位 3単位以上 ③－（①+②）
単位以上 12単位以上

1群「スポーツ実技」から1単位以上選択、
2群から2単位以上選択
ただし、4群・5群を除いて12単位以上
取得が要件

保 育 士 資 格 1単位 3単位以上 ③－（①+②）
単位以上 12単位以上

1群「スポーツ実技」から1単位以上選択、
2群から2単位以上選択
「日本国憲法」の履修が望ましい。
ただし、4群・5群を除いて12単位以上
取得が要件
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2．生活学科　専門科目・教職専門科目
⑴　履修系統図（食健康コース）
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履修系統図（製菓・製パンコース）
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⑵　カリキュラム表
科
目
ナ
ン
バ
ー

授　　業　　科　　目
形　
　
態

単
位
数

卒業
(○：必修、△：選択) 栄

養
士

栄
養
教
諭

Ｓ　
　
Ｅ

授業回数
担当教員

（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備　
　
考

1年次 2年次
食健康 製菓

製パン 前 後 前 後

専門科目� 必修
選択 (121) (17)(50)

(22)
(56)

(51) (55) (48)

LS2B01 食 生 活 論 講義 2
○ ○ ○ 15 　豊岡　真莉

　〇〇〇〇〇○ 15

LS2B02 情 報 処 理 基 礎 Ⅰ 演習 1
○ ○ 15

〇山本　洋明
○ 15

LS2B03 情 報 処 理 基 礎 Ⅱ 演習 1
○ ○ 15

〇山本　洋明
○ 15

LS2B04 公 衆 衛 生 学 Ⅰ 講義 2
△ ○ ○ 15 ○吉岡　敏彦

△ ○ 15 ○林　　宏一
LS2B05 公 衆 衛 生 学 Ⅱ 講義 2 △ ○ 15 ○林　　宏一
LS2B06 衛 生 法 規 講義 2 ○ ○ 15 ○林　　宏一
LS2B07 生 理 学 講義 2 △ ○ ○ 15 　田中　裕之
LS2B08 解 剖 生 理 学 講義 2 △ ○ ○ 15 　田中　裕之

LS2C01 解 剖 生 理 学 実 験 実験 1 △ ○ ○ 12 ○宇田川　潤
○久保　佳範

LS2B09 生 化 学 Ⅰ 講義 2 △ ○ ○ 15 　清水まゆみ
LS2B10 生 化 学 Ⅱ 講義 2 △ ○ ○ 15 　清水まゆみ
LS2C02 生 化 学 実 験 実験 1 △ ○ ○ 12 　清水まゆみ
LS2B11 食 品 学 総 論 講義 2 ○ ○ ○ ○ ○ 15 　清水まゆみ

LS2B12 食 品 学 各 論 講義 2
△ ○ ○ 15

　清水まゆみ
△ ○ 15

LS2B13 食 品 学 実 験 実験 1
△ ○ ○ 12

　清水まゆみ
△ 12

LS2B14 食 品 衛 生 学 Ⅰ 講義 2
△ ○ ○ 15 ○島田伊久三

△ ○ 16 ○吉岡　敏彦
LS2B15 食 品 衛 生 学 Ⅱ 講義 2 △ ○ 16 ○井上　剛彦
LS2B16 食 品 衛 生 学 Ⅲ 講義 2 △ ○ 16 ○井上　剛彦

LS2B17 食 品 衛 生 学 実 験 実験 1
△ ○ ○ 12

○井上　剛彦
△ ○ 12

LS2B18 基 礎 栄 養 学 講義 2
○ ○ ○ 15

　清水まゆみ
○ ○ 15

LS2B19 応 用 栄 養 学 講義 2
○ ○ ○ 15

　灰藤友理子
△ ○ 15

LS2C03 応 用 栄 養 学 実 習 実習 1 △ ○ ○ 12 　灰藤友理子
LS2C04 臨 床 栄 養 学 講義 2 ○ ○ ○ 15 　〇〇〇〇〇
LS2C05 臨 床 栄 養 管 理 学 講義 2 △ ○ ○ 15 ○奥村万寿美
LS2C06 臨 床 栄 養 学 実 習 実習 1 △ ○ ○ 12 　〇〇〇〇〇
LS2C07 臨 床 栄 養 管 理 学 実 習 実習 1 △ ○ ○ 12 　〇〇〇〇〇
LS2B20 栄 養 教 育 論 Ⅰ 講義 2 ○ ○ ○ 15 　灰藤友理子
LS2B21 栄 養 教 育 論 Ⅱ 講義 2 △ ○ ○ 15 　灰藤友理子
LS2B22 栄 養 教 育 論 実 習 Ⅰ 実習 1 △ ○ ○ 12 　灰藤友理子
LS2B23 栄 養 教 育 論 実 習 Ⅱ 実習 1 △ ○ ○ 12 ○枩田　陽子
LS2C08 公 衆 栄 養 学 講義 2 △ ○ ○ 15 ○山中千佳也
LS2B24 調 理 学 講義 2 △ ○ ○ 15 　中平真由巳
LS2B25 調 理 学 実 習 Ⅰ 実習 1 △ ○ ○ 12 　中平真由巳
LS2B26 調 理 学 実 習 Ⅱ 実習 1 △ ○ ○ 12 　中平真由巳
LS2C09 給 食 経 営 計 画 管 理 論 講義 2 △ ○ ○ 15 　〇〇〇〇〇
LS2C10 給 食 経 営 計 画 実 習 実習 1 △ ○ ○ 12 　〇〇〇〇〇
LS2C11 給 食 経 営 管 理 実 習 実習 1 △ ○ ○ 12 　〇〇〇〇〇
LS2C12 給食経営管理学外実習（栄養士） 実習 1 △ ○ ○ (集) 　〇〇〇〇〇 ☆ 履修条件あり
LS2B27 給食経営管理学外実習事前事後指導 演習 1 △ ○ ○ (集)(5 10) 　豊岡　真莉 履修条件あり
LS2C13 世 界 と 地 域 の 食 文 化 講義 2 ○ 15 　中平真由巳
LS2C14 地 域 伝 統 食 実 習 実習 1 ○ 12 　中平真由巳
LS2B28 献 立 作 成 演 習 演習 1 △ 15 　灰藤友理子
LS2C15 学 校 食 育 論 講義 2 △ ○ 15 　灰藤友理子
LS2B29 菓 子 と 食 生 活 講義 2 △ 15 ○野田　敏夫

LS2C16 地 域 食 育 演 習 演習 2 △ (集)
15

　灰藤友理子
　中平真由巳 通年

LS2B30 製 菓 理 論 ( 総 合 ) 講義 2 ○ ○ 15 　石井　　明
LS2B31 製 菓 理 論（ 和 菓 子 ） 講義 2 △ ○ 15 ○野田　敏夫
LS2B32 製 菓 理 論（ 洋 菓 子 ） 講義 2 △ ○ 15 ○増田　絵美
LS2B33 製 パ ン 理 論 講義 2 △ ○ 15 ○今井　悠輔
LS2B34 製 菓 基 礎 実 習（ 和 菓 子 ） 実習 2 △ ○ 15 ○河地　章子
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科
目
ナ
ン
バ
ー

授　　業　　科　　目
形　
　
態

単
位
数

卒業
(○：必修、△：選択) 栄

養
士

栄
養
教
諭

Ｓ　
　
Ｅ

授業回数
担当教員

（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備　
　
考

1年次 2年次
食健康 製菓

製パン 前 後 前 後
LS2B35 製 菓 基 礎 実 習（ 洋 菓 子 ） 実習 2 ○ ○ 15 ○前田　省三
LS2B36 製 菓 基 礎 実 習（ 製 パ ン ） 実習 2 △ ○ 15 ○今井　悠輔
LS2B37 製 菓 専 門 実 習（ 洋 菓 子 ） Ⅰ 実習 2 △ ○ 15 ○前田　省三
LS2B38 製 菓 専 門 実 習（ 洋 菓 子 ） Ⅱ 実習 2 △ ○ 15 〇窪田　秀樹
LS2B39 製 菓 専 門 実 習（ 洋 菓 子 ） Ⅲ 実習 2 △ ○ 15 　石井　　明
LS2B40 製 菓 専 門 実 習（ 技 術 ） 実習 2 △ ○ 15 　石井　　明
LS2B41 製 菓 専 門 実 習（ 製 パ ン ） 実習 2 △ ○ 15 ○今井　悠輔
LS2C17 製 菓 応 用 実 習 Ⅰ 実習 2 ○ 15 　〇〇〇〇〇
LS2C18 製 菓 応 用 実 習 Ⅱ 実習 2 ○ 15 　〇〇〇〇〇
LS2C19 マ イ ス タ ー・ ト レ ー ニ ン グ 実習 1 △ 15 　〇〇〇〇〇
LS2C20 シ ョ ッ プ マ ネ ジ メ ン ト Ⅰ 演習 2 ○ 15 ○杉　　律子 ビジ・DLB横断
LS2C21 シ ョ ッ プ マ ネ ジ メ ン ト Ⅱ 演習 1 △ 15 ○杉　　律子 ビジ・DLB横断
LS2B42 製 菓 特 別 実 習 実習 1 △ ○ （集） 　 　石井　　明 ☆
LS2C22 ラ ッ ピ ン グ 演 習 演習 1 △ 15 　灰藤友理子 DLB横断

LS2C23 フ ー ド コ ー デ ィ ネ ー ト 論 講義 2 △ △ 15
○弓削　高広
○内田　茂豊
〇鎌田　　勇
○馬場　知也

ビジ・DLB横断

LS2B43 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 講義 2 △ △ ○ 15 ○矢嶋　　聡
LS2C24 カ ラ ー コ ー デ ィ ネ ー ト 論 講義 2 ○ 15 　河村　梨花 DLB横断
LS2C25 ホ ス ピ タ リ テ ィ 論 講義 2 △ 15 　蘒　　寛美 ビジ横断
LS2C26 ブ ラ イ ダ ル 論 講義 2 △ 15 　蘒　　寛美 ビジ横断
LS2C27 生 活 学 概 論 講義 2 △ △ 15 ○木谷　康子 DLB横断
LS2C28 フードライフデザイン（調理と文化) 講義 2 △ 15 　中平真由巳 DLB横断
LS2C29 フ ー ド ラ イ フ 実 習 Ⅰ 実習 1 △ 8 　中平真由巳 DLB横断
LS2C30 フ ー ド ラ イ フ 実 習 Ⅱ 実習 1 △ 8 　中平真由巳 DLB横断

※は不開講
【注】○は必修科目、△は選択科目
　　　SEは製菓衛生師受験資格の略です

教職専門科目
科
目
ナ
ン
バ
ー

授　　業　　科　　目
形　
　
態

単
位
数

卒業
(○：必修、△：選択) 栄

養
士

栄
養
教
諭

Ｓ　
　
Ｅ

授業回数
担当教員

（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備　
　
考

1年次 2年次
食健康 製菓

製パン 前 後 前 後
教職専門科目 (19) (19)

LS4B01 教 師 論 講義 2 ○ 15 　笹倉千佳弘
LS4B02 教 育 原 理 講義 2 ○ 15 　笹倉千佳弘
LS4B03 教 育 心 理 学 講義 2 ○ 15 ○早川　滋人
LS4C01 特 別 支 援 教 育 講義 1 ○ (集） ○太田　容次
LS4B04 教 育 の 課 程 と 方 法 講義 2 ○ (集） 　小山内幸治
LS4C02 道 徳 教 育 論 講義 1 ○ 8 　○〇〇〇〇
LS4C03 特別活動論（総合的な学習の時間を含む） 講義 1 ○ 8 　○〇〇〇〇
LS4C04 生 徒 指 導 論 講義 2 ○ 15 　○〇〇〇〇
LS4C05 教 育 相 談 講義 2 ○ 15 　田上　　貢

LS4C06 栄 養 教 諭 教 育 実 習 実習 1 ○ （集) 　灰藤友理子
　○〇〇〇〇 ☆ 履修条件あり

LS4C07 教 職 実 践 演 習 ( 栄 養 教 諭 ) 演習 2 ○ 15 　灰藤友理子
　○〇〇〇〇

LS4B05 教育実習事前事後指導(栄養教諭) 実習 1 ○ (10   5）
　灰藤友理子
　笹倉千佳弘
○濱口美弥子

模擬授業、
栄養教諭の
仕事
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⑶　卒業・免許・資格要件
食健康コース

区　分 必修科目 選択科目 教職専門科目 合　　計 備　　考

卒 業 17単位 33単位以上 　 50単位以上

栄 養 士 免 許 51単位 51単位

栄 養 教 諭 二 種 免 許 55単位 19単位 74単位 基礎資格として
「栄養士」が必要

製菓・製パンコース
区　分 必修科目 選択科目 教職専門科目 合　　計 備　　考

卒 業 22単位 28単位以上 　 50単位以上

製 菓 衛 生 師 受 験 資 格 48単位 48単位
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⑷　免許・資格
①栄養士免許
　本学生活学科食健康コース（養成定員45名）は、栄養士法及び栄養士法施行規則の規定に基づく栄養士
養成施設として厚生労働大臣の指定を受けており、栄養士免許を取得するためには、栄養士法及び栄養士
法施行規則に規定された科目について、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得し、あわせて本学
を卒業するのに必要な単位を修得しなければなりません。

栄養士法施行規則及び
栄養士養成施設指導要領 本学授業科目名 開講年次

単位数（時間数）

講義・演習 実験・実習

社 会 生 活 と 健 康 4単 位
以 上

4単 位
以 上

公衆衛生学Ⅰ 1（後期） 2（30）
食生活論 1（後期） 2（30）

人 体 の 構 造 と 機 能 8単 位
以 上

生理学 1（前期） 2（30）
解剖生理学 1（前期） 2（30）
解剖生理学実験 2（前期） 1（45）
生化学Ⅰ 1（前期） 2（30）
生化学Ⅱ 1（後期） 2（30）
生化学実験 2（後期） 1（45）

食 品 と 衛 生 6単 位
以 上

食品学総論 1（前期） 2（30）
食品学各論 2（後期） 2（30）
食品学実験 1（前期） 1（45）
食品衛生学Ⅰ 1（後期） 2（30）
食品衛生学実験 2（後期） 1（45）

栄 養 と 健 康 8単 位
以 上

10単位
以 上

基礎栄養学 1（後期） 2（30）
応用栄養学 1（後期） 2（30）
応用栄養学実習 2（前期） 1（45）
臨床栄養学 2（前期） 2（30）
臨床栄養管理学 2（後期） 2（30）
臨床栄養学実習 2（前期） 1（45）
臨床栄養管理学実習 2（後期） 1（45）

栄 養 の 指 導 6単 位
以 上

栄養教育論Ⅰ 1（前期） 2（30）
栄養教育論Ⅱ 1（後期） 2（30）
栄養教育論実習Ⅰ 1（前期） 1（45）
栄養教育論実習Ⅱ 1（後期） 1（45）
公衆栄養学 2（後期） 2（30）

給 食 の 運 営 4単 位
以 上

調理学 1（前期） 2（30）
調理学実習Ⅰ 1（前期） 1（45）
調理学実習Ⅱ 1（後期） 1（45）
給食経営計画管理論 2（前期） 2（30）
給食経営計画実習 2（前期） 1（45）
給食経営管理実習 2（後期） 1（45）
給食経営管理学外実習（栄養士） 2（前期） 1（40）
給食経営管理学外実習事前事後指導 2（前期） 1（20）

合　　　計 37 14



35

②栄養教諭二種免許
　栄養教諭二種免許を取得するには、共通科目については「日本国憲法」２単位、「健康スポーツ論」１
単位及び各「スポーツ実技」の中から１単位の合計４単位、専門科目については「情報処理基礎Ⅰ」・「情
報処理基礎Ⅱ」の計２単位を含め、本学を卒業するために必要な単位を修得し、あわせて教育職員免許法
同施行規則に定められた栄養に係る教育に関する科目ならびに教育の基礎的理解に関する科目等について
本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得しなければなりません。免許取得の基礎資格として、栄養
士免許を取得しなければなりません。

法定基準 本学基準

科目 各科目に含めることが
必要な事項 単位数 授業科目

単位数
履修方法等

必 選

栄養に係る教育
に関する科目

栄養教諭の役割及び職務内容に
関する事項

2 学校食育論 2

幼児、児童及び生徒の栄養に係
る課題に関する事項
食生活に関する歴史的及び文化
的事項
食に関する指導の方法に関する
事項

教育の基礎的理
解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

5

教育原理 2

教育に関する社会的、制度的
又は経営的事項（学校と地域
との連携及び学校安全への対
応を含む。）を含む

教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対
応を含む。）

教師論 2

教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との
連携及び学校安全への対応を含
む。）
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程 教育心理学 2

特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解 特別支援教育 1

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメント
を含む。）

総合的な探究の
時 間 並 び に 道…
徳、総合的な学
習の時間等の指
導法及び生徒指
導、教育相談等
に関する科目

道徳、総合的な学習の時間及び
特別活動に関する内容

3

道徳教育論
特別活動論（総
合的な学習の時
間を含む）

1
1

教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む。）

教育の課程と方
法 2

教育課程の意義及び編成の方
法（カリキュラム・マネジメ
ントを含む。）を含む

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2
教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の理
論及び方法

教育相談 2

教育実践に関す
る科目

栄養教育実習 2

教育実習事前事
後指導
（栄養教諭）

1

栄養教諭教育実
習 1

教職実践演習 2 教職実践演習（栄
養教諭） 2
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③製菓衛生師試験受験資格
　本学生活学科製菓・製パンコース（養成定員35名）は、製菓衛生師法第５条第１号の規定に基づく製菓衛
生師養成施設として滋賀県知事の指定を受けています。製菓衛生師試験受験資格を取得するために必要な
事項は次のとおりです。
・製菓衛生師養成施設としての教育課程を履修できる者は、入学時に学長の許可を受け、かつ生活学科製
菓・製パンコースに在籍する者に限ります。
・1年次開講の製菓衛生師法施行令及び製菓衛生師法施行規則に基づく所定の単位及び「製菓特別実習」
を修得しなければなりません。
・製菓衛生師試験受験資格取得の認定は、所定時間についての出席、試験、報告書、実習、実験、その他
による成績審査に合格した者とします。
・製菓衛生師法施行規則に定める科目と、これに対応する本学の授業科目及び単位数は次のとおりです。

規定科目及び規定時間数 本学授業科目名 開講年次
単位数（時間数）

講義・演習 実験・実習

衛 生 法 規（３０時間以上） 衛生法規 １（前期） ２（３０）

公衆衛生学（6０時間以上） 公衆衛生学Ⅰ
公衆衛生学Ⅱ

１（前期）
1（後期）

２（３０）
２（３０）

食　品　学（６０時間以上） 食品学総論
食品学各論

１（前期）
1（後期）

２（３０）
２（３０）

食品衛生学（１2０時間以上） 食品衛生学Ⅰ
食品衛生学Ⅱ
食品衛生学Ⅲ
食品衛生学実験

１（前期）
1（前期）
1（後期）
1（後期）

２（３2）
２（３2）
２（３2）

1（45）

栄　養　学（６０時間以上） 基礎栄養学
応用栄養学

1（前期）
1（後期）

２（３０）
２（３０）

社　　　会（3０時間以上） マーケティング論 1（後期） ２（３０）

製 菓 理 論（9０時間以上） 製菓理論（和菓子）
製菓理論（洋菓子）
製パン理論
製菓理論（総合）

１（前期）
１（前期）
１（前期）
1（後期）

２（３０）
２（３０）
２（３０）
２（３０）

製 菓 実 習（４8０時間以上） 製菓基礎実習（和菓子）
製菓基礎実習（洋菓子）
製菓基礎実習（製パン）
製菓専門実習（洋菓子）Ⅰ
製菓専門実習（洋菓子）Ⅱ
製菓専門実習（洋菓子）Ⅲ
製菓専門実習（技　術）
製菓専門実習（製パン）

１（前期）
１（前期）
１（前期）
１（後期）
1（後期）
1（後期）
1（前期）
1（後期）

２（６０）
２（６０）
２（６０）
２（６０）
２（６０）
２（６０）
２（６０）
２（６０）
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3．幼児教育保育学科　専門科目・選択自由科目
⑴　履修系統図
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⑵　カリキュラム表
科
目
ナ
ン
バ
ー

授　　業　　科　　目
形　
態

単
位
数

卒　業
（○：必修、△：選択）

幼　
免

保
育
士

准
学
校
心
理
士

授業回数
担 当 教 員

（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備　
考

１年次 ２年次

前 後 前 後

専門科目� 必修
選択 （91） (20)

(71)
(35) （51）

（18） (6)

EC2B01 音 楽 表 現 技 術 基 礎 講義 1 ○ 8 　柚木たまみ
　松井　典子

EC2B02 音 楽 表 現 技 術 Ⅰ 演習 1 △ 8 　

　柚木たまみ
　松井　典子
○朝野　典子
○内田　博世
○遠藤　玲子
○小川　麻里
○奥戸　雅子
○後藤由美子
○田中　涼太
○寺西　裕子
○中尾ありか
○中塚　裕香
○永山　直子
○橋本　加寿
○松永　美穂

EC2B03 音 楽 表 現 技 術 Ⅱ 演習 1 △ 15

EC2B04 子 ど も の 造 形 保 育 演習 1 ○ △ 　 15 　深尾　秀一
EC2C01 造 形 あ そ び 演習 1 △ △ 15 　 ○安井　良尚
EC2B05 幼 児 体 育 演習 1 ○ △ 15 　 ○近藤　鉄矢
EC2C02 子 ど も の 運 動 遊 び 演習 1 △ △  15 　北尾　岳夫
EC2B06 情 報 処 理 基 礎 Ⅰ 演習 1 ○ ○ 15 ○林　　泰子
EC2C03 情 報 処 理 基 礎 Ⅱ 演習 1 ○ ○ 15 ○林　　泰子
EC2B07 教 育 原 理 講義 2 ○ ○ ○ 15 　齋藤　尚志
EC2C04 教 育 の 方 法 及 び 技 術 演習 2 △ ○ 15 　
EC2C05 保 育・ 教 育 課 程 論 講義 2 △ ○ ○ 　 15 　齋藤　尚志
EC2B08 保 育 原 理 講義 2 ○ ○ 15 　齋藤　尚志
EC2C06 保 育 者 論 講義 2 ○ ○ ○ 15 　齋藤　尚志

※総 合 表 現  　
EC2B09 子 ど も と 言 葉 演習 1 △ ○ ６

単
位
の
う
ち
４
単
位
必
修

8 　松村　都子
EC2B10 子 ど も と 人 間 関 係 演習 1 △ ○ 8 ○永久　欣也
EC2B11 子 ど も と 環 境 演習 1 △ ○ 8 　久米　央也
EC2B12 子 ど も と 造 形 表 現 演習 1 △ ○ 15 　深尾　秀一

EC2B13 子 ど も と 音 楽 表 現 演習 1 △ ○ 15 　柚木たまみ
　松井　典子

EC2B14 子 ど も と 健 康 演習 1 △ ○ 8 　北尾　岳夫

EC2B15 領 域 指 導 法（ 表 現 ） 演習 1 △ ○ ○ 15
　三上　佳子
　深尾　秀一
　柚木たまみ
　松井　典子

EC2B16 領 域 指 導 法（ 言 葉 ） 演習 1 △ ○ ○ 15 　松村　都子
EC2C08 領 域 指 導 法（ 人 間 関 係 ） 演習 1 △ ○ ○ 15
EC2B17 領 域 指 導 法（ 環 境 ） 演習 1 △ ○ ○ 　 15 　久米　央也
EC2B18 領 域 指 導 法（ 健 康 ） 演習 1 △ ○ ○ 　 8 　北尾　岳夫
EC2B19 保 育 内 容 総 論 演習 1 ○ ○ ○ 15 　三上　佳子

EC2B20 乳 児 保 育 Ⅰ 講義 2 △ ○ 15 ○内藤　幸枝
○杉田のり子

EC2C09 乳 児 保 育 Ⅱ 演習 1 △ ○ 8 ○内藤　幸枝
○杉田のり子

EC2B21 障 が い 児 保 育 演習 2 △ ○ △ 15 ○廣野　俊輔
EC2C10 特 別 支 援 教 育 講義 1 △ ○ △ （集） ○太田　容次
EC2B22 多 文 化 共 生 の 保 育 と 方 法 講義 2 △ △ 　 15 　深尾　秀一

EC2C11 子 ど も の 食 と 栄 養 演習 2 △ ○ 15 ○原　　知子
○小谷　清子

EC2B23 子 ど も の 保 健 講義 2 △ ○ 15 ○上田　　香
EC2C12 子 ど も の 健 康 と 安 全 演習 1 △ ○ 8 ○上田　　香
EC2B24 子 ど も の 心 理 学 講義 2 ○ ○ ○ △ 15 　菅　眞佐子 　
EC2C13 子 ど も 理 解 と 援 助 の 心 理 学 演習 1 △ ○ ○ 8 　菅　眞佐子

※児 童・ 青 年 期 の 心 理 学
EC2C14 幼 児 理 解 と 教 育 相 談 講義 2 △ ○ △ △ 15 　菅　眞佐子 　
EC2B25 社 会 福 祉 講義 2 ○ ○ 15 ○岡本　芳也
EC2C15 子 ど も 家 庭 支 援 論 講義 2 △ ○ 15 ○佐々木　瞳
EC2B26 子 ど も 家 庭 福 祉 講義 2 △ ○ 15 ○郭　　　芳

※臨 床 福 祉 学 　
EC2B27 社 会 的 養 護 Ⅰ 講義 2 △ ○ 15 ○木塚　勝豊 　
EC2B28 社 会 的 養 護 Ⅱ 演習 1 △ ○ 8 ○大久保和久 　
EC2C17 子 ど も 家 庭 支 援 の 心 理 学 講義 2 △ ○ 15 　菅　眞佐子 　
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科
目
ナ
ン
バ
ー

授　　業　　科　　目
形　
態

単
位
数

卒　業
（○：必修、△：選択）

幼　
免

保
育
士

准
学
校
心
理
士

授業回数
担 当 教 員

（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備　
考

１年次 ２年次

前 後 前 後

EC2C18 子 育 て 支 援 演習 1 △ ○ 8 　松村　都子

EC2C19 子 ど も と あ そ び 演習 2 △ △ 　 　 15 　松井　典子
　松村　都子

EC2C20 地 域 福 祉 講義 2 △ △ 15 ○岡本　芳也 　
※手 話 Ⅰ
※手 話 Ⅱ

EC2B29 幼 児 教 育 保 育 学 入 門 講義 2 ○ 15 　三上　佳子
　松村　都子

EC2B30 保 育 実 習 指 導 Ⅰ 演習 2 △ ○ 15

　三上　佳子
　久米　央也
　松村　都子
　松井　典子
　齋藤　尚志

履修条件あり

EC2B31 保 育 所 実 習 Ⅰ 実習 2 △ ○ (集）  　松村　都子
　松井　典子 履修条件あり

EC2B32 施 設 実 習 Ⅰ 実習 2 △ ○ (集）
　三上　佳子
　齋藤　尚志
　深尾　秀一

履修条件あり

EC2C21 保 育 実 習 指 導 Ⅱ（ 保 育 所 ） 演習 1 △ △ 15
　三上　佳子
　松村　都子
　松井　典子

履修条件あり

EC2C22 保 育 所 実 習 Ⅱ 実習 2 △ △ (集）
　三上　佳子
　松村　都子
　松井　典子

履修条件あり

※保 育 実 習 指 導 Ⅱ（ 施 設 ）
※施 設 実 習 Ⅱ

EC2C23 教育実習（事前事後指導を含む） 実習 5 △ ○ 15
(集）

　三上　佳子
　柚木たまみ
　菅　眞佐子

☆ 履修条件あり

EC2C24 保育・教職実践演習（幼稚園） 演習 2 △ ○ ○ 15

　三上　佳子
　久米　央也
　北尾　岳夫
　柚木たまみ
　齋藤　尚志

☆ 履修条件あり

EC2C25 専 門 演 習 Ⅰ 演習 1 ○ 15 　全専任教員
EC2C26 専 門 演 習 Ⅱ 演習 1 ○ 15 　全専任教員
EC2B33 保 育 リ ー ダ ー 論 Ⅰ 演習 1 △ △ 8 　三上　佳子 アドバンス
EC2C27 保 育 リ ー ダ ー 論 Ⅱ 演習 1 △ △ 8 　 　三上　佳子 アドバンス
EC2B34 公務員教育保育職特別講義Ⅰ 講義 2 △ 15  　久米　央也
EC2C28 公務員教育保育職特別講義Ⅱ 講義 2 △ 15 　久米　央也

【注】〇は必修科目、△は選択科目（資格の△は選択必修科目）、※は不開講

選択自由科目
科
目
ナ
ン
バ
ー

授　　業　　科　　目
形　
態

単
位
数

卒　業
（○：必修、△：選択）

幼　
免

保
育
士

准
学
校
心
理
士

授業回数
担 当 教 員

（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備　
考

１年次 ２年次

前 後 前 後

専門科目� 必修
選択 （2）

EC3B01 公 務 員 特 講 Ⅰ 演習 2 15 　伊澤　亮介
EC3B02 公 務 員 特 講 Ⅱ 演習 2 15 　伊澤　亮介
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⑶　卒業・免許・資格要件
区　　　分 必修科目 選択必修科目 選択科目 合　　計 備　考

卒 業 20単位 　 30単位以上 50単位以上

幼 稚 園 教 諭 二 種 免 許 35単位 35単位

保 育 士 資 格 51単位 9単位以上 　 60単位以上

子どもと健康（１単位）
子どもと人間関係（１単位）
子どもと環境（１単位）
子どもと言葉（１単位）
子どもと造形表現（１単位）
子どもと音楽表現（１単位）
から４単位以上を
選択すること

准 学 校 心 理 士 6単位以上 　6単位以上

4領域のうち3領域
から6単位以上
※共通科目「心理
学２単位」選択
必修を含む

社 会 福 祉 主 事 任 用 資 格 　6単位 　6単位
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⑷　免許・資格
①幼稚園教諭二種免許
　幼稚園教諭二種免許を取得するには、共通科目については「日本国憲法」2単位、「健康スポーツ論」１
単位及び各「スポーツ実技」の中から1単位の合計4単位を含め、専門科目については「情報処理基礎Ⅰ」、「情
報処理基礎Ⅱ」の計2単位を含め、本学を卒業するのに必要な単位を修得し、あわせて教育職員免許法同
施行規則に定められた科目について本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得しなければなりません。

法定基準 本学基準

科目 各科目に含めることが必要な事項
単
位
数

授業科目
単位数

履修方法等
必 選

領域及び保育内容
の指導法に関する
科目

領域に関する専門
的事項

健康

12

子どもと健康 1

人間関係 子どもと人間関係 1

環境 子どもと環境 1

言葉 子どもと言葉 1

表現 子どもと造形表現
子どもと音楽表現

1
1

保育内容の指導法（情報機器及び教材
の活用を含む。）

保育内容総論
領域指導法（健康）
領域指導法（言葉）
領域指導法（人間関係）
領域指導法（環境）
領域指導法（表現）

1
1
1
1
1
1

教育の基礎的理解
に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及
び思想

6

教育原理 2 教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との
連携及び学校安全への対応を含
む。）を含む

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

保育者論 2

教育に関する社会的、制度的又は経営
的事項（学校と地域との連携及び学校
安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程

子どもの心理学
子ども理解と援助の心理学

2
1

特別の支援を必要とする幼児、児童及
び生徒に対する理解

特別支援教育 1

教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）

保育・教育課程論 2

道徳、総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導、
教育相談等に関す
る科目

教育の方法及び技術（情報機器及び教
材の活用を含む。）

4

教育の方法及び技術 2

幼児理解の理論及び方法 幼児理解と教育相談 2 教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法を含む

教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育実践に関する
科目

教育実習
5
教育実習（事前事後指導を
含む）

5

学校体験活動

教職実践演習 2 保育・教職実践演習（幼稚園） 2

大学が独自に設定
する科目 2

最低修得単位を超えて履修した
「教育の基礎的理解に関する科
目」について、2単位以上を修
得
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②保育士資格
　本学幼児教育保育学科（養成定員100名）は児童福祉施行令第5条の規定に基づく指定保育士養成施設と
して厚生労働大臣の指定を受けており、保育士資格を取得するためには、共通科目「健康スポーツ論」１
単位及び各「スポーツ実技」の中から１単位の合計２単位を含め、児童福祉法施行規則に規定された科目
について、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得し、あわせて本学を卒業するのに必要な単位を
修得しなければなりません。本学基準に基づく必修科目51単位を全て修得し、選択必修科目28単位のうち
から、9単位以上を修得しなければなりません。

必修科目

系　列
法定基準 本学基準

教科目 単位数 教科目 単位数

保育の本質・目的に
関する科目

保育原理 2 保育原理 2
教育原理 2 教育原理 2
子ども家庭福祉 2 子ども家庭福祉 2
社会福祉 2 社会福祉 2
子ども家庭支援論 2 子ども家庭支援論 2
社会的養護Ⅰ 2 社会的養護Ⅰ 2
保育者論 2 保育者論 2

保育の対象の理解に
関する科目

保育の心理学 2 子どもの心理学 2
子ども家庭支援の心理学 2 子ども家庭支援の心理学 2
子どもの理解と援助 1 子ども理解と援助の心理学 1
子どもの保健 2 子どもの保健 2
子どもの食と栄養 2 子どもの食と栄養 2

保育の内容・方法に
関する科目

保育の計画と評価 2 保育・教育課程論 2
保育内容総論 1 保育内容総論 1

保育内容演習 5

領域指導法（健康） 1
領域指導法（環境） 1
領域指導法（言葉） 1
領域指導法（人間関係） 1
領域指導法（表現） 1

保育内容の理解と方法 4

子どもと健康 1
子どもと人間関係 1
子どもと環境 1
子どもと言葉 1
子どもと造形表現 1
子どもと音楽表現 1

乳児保育Ⅰ 2 乳児保育Ⅰ 2
乳児保育Ⅱ 1 乳児保育Ⅱ 1
子どもの健康と安全 1 子どもの健康と安全 1
障害児保育 2 障がい児保育 2
社会的養護Ⅱ 1 社会的養護Ⅱ 1
子育て支援 1 子育て支援 1

保育実習
保育実習Ⅰ 4

保育所実習Ⅰ 2
施設実習Ⅰ 2

保育実習指導Ⅰ 2 保育実習指導Ⅰ 2
総合演習 保育実践演習 2 保育・教職実践演習（幼稚園） 2

合計 51 合計 51

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

６
単
位
の
う
ち
４
単
位
必
修
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選択必修科目

系　列
法定基準 本学基準

教科目 単位数 教科目 単位数

保育の本質・目的
に関する科目

⎫
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
⎬
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
⎭

15単位以上

地域福祉 2

臨床福祉学 2

保育リーダー論Ⅰ 1

保育リーダー論Ⅱ 1

保育の対象の理解
に関する科目

児童・青年期の心理学 2

幼児理解と教育相談 2

特別支援教育 1

手話Ⅰ 1

手話Ⅱ 1

多文化共生の保育と方法 2

保育の内容・方法
に関する科目

造形あそび 1

幼児体育 1

子どもの運動あそび 1

子どもの造形保育 1

総合表現 1

子どもとあそび 2

保育実習

保育実習Ⅱ又は保育
実習Ⅲ 2

保育所実習Ⅱ 2 保育所実習Ⅱと保育実
習指導Ⅱ（保育所）又
は施設実習Ⅱと保育実
習指導Ⅱ（施設）の3単
位必修

施設実習Ⅱ 2

保育実習指導Ⅱ又は
保育実習指導Ⅲ 1

保育実習指導Ⅱ（保育所） 1

保育実習指導Ⅱ（施設） 1

合計 18単位以上 合計 28単位中9単位以上を選択

③准学校心理士資格
　1条校（学校教育法）の教員免許又は保育士資格を有するもの（取得見込みを含む）を対象に一
般社団法人学校心理士認定運営機構が認定する資格です。「准学校心理士」は「学校心理士」（類型
2）になるための専門的実務経験等が不足するものです。准学校心理士の資格有効期間は3年間で、
更新はできません。
　本学幼児教育保育学科では、機構が認定した4領域のうち3領域以上の科目及び単位を修得し、
機構の審査に合格しなければなりません。

領　域 本学基準 単位数

１．教育心理学 心理学 2

２．発達心理学 子どもの心理学 2

３．教育相談 幼児理解と教育相談 2

４．特別支援教育 障がい児保育 2
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④社会福祉主事任用資格
　地方公共団体の職員に任用されることのできる資格です。民間の社会福祉事業、社会福祉を目的
とする事業の事業者がこの資格を採用時の資格要件としている場合もあります。
　本学幼児教育保育学科では、次の5科目のうち、3科目以上を修得した場合にこの資格が取得可
能です。

科　目　名 単位数 科　目　名 単位数

心 理 学 2 教 育 原 理 2

社 会 福 祉 2 地 域 福 祉 2

子 ど も 家 庭 福 祉 2
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4．ビジネスコミュニケーション学科　専門科目
⑴　履修系統図
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⑵　カリキュラム表
科目
ナンバー 授 業 科 目

形　
態

単
位
数

卒　　　業
上
級
秘
書
士

上
級
情
報
処
理
士

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン

実
務
士

上
級
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士

日
医
医
療
秘
書

メ
デ
ィ
カ
ル
秘
書

上
級
秘
書
士

社
会
福
祉
主
事

任
用
資
格

秘
書
士

情
報
処
理
士

医
療
秘
書
実
務
士

医
事
実
務
士

授　業　回　数

担当教員
（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備　
考

必修○選択△ １年次 ２年次
ビ
ジ
ネ
ス

実
務

医
療
事
務

観
光
・
ホ
テ
ル
・

ブ
ラ
イ
ダ
ル

経
営
経
済・

地
域 前 後 前 後

専門科目� 必修
選択 (141)

(26) (26) (26) (26) (8) (8) (9) (8) (6) (37) (8) (4) (6) (8) (17) (14)
(115) (115) (115) (115) (16) (18) (12) (16) (10) (26) (2) (12) (7)

ＢＣ2Ｂ01 日 本 語 表 現 Ⅰ 講義 2 ○ △ △ △ △ △ 15 　清水　美里 DLB「日本語
表現」と共通

ＢＣ2Ｂ02 日 本 語 表 現 Ⅱ 講義 2 ○ △ △ △ ○ 15 　清水　美里
ＢＣ2Ｂ03 ホ ス ピ タ リ テ ィ 論 講義 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 　蘒　　寛美 生活横断
ＢＣ2Ｃ01 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 講義 2 ○ △ △ △ ○ △ △ 15 　若生眞理子 生活横断

ＢＣ2Ｂ04 コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ 演習 1 ○ △ △ ○ △ △ ○ 15 　小山内幸治
　小笠原寛夫 DLB横断

ＢＣ2Ｂ05 コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ 演習 1 ○ △ △ △ △ △ ○ 15 　小山内幸治
　小笠原寛夫 DLB横断

ＢＣ2Ｂ06 コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅰ 演習 1 ○ △ △ ○ 15 ○北　　憲一 DLB横断
ＢＣ2Ｃ02 コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅱ 演習 1 ○ △ △ ○ 15 　小笠原寛夫 DLB横断
ＢＣ2Ｂ07 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ 演習 1 △ △ △ 15 　小笠原寛夫 DLB横断
ＢＣ2Ｃ03 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ 演習 1 △ △ 15 ○脇原　大輔 DLB横断
ＢＣ2Ｂ08 情 報 シ ス テ ム 概 論 講義 2 ○ △ ○ △ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ 15 　沖山　圭子

ＢＣ2Ｂ09 ビ ジ ネ ス 基 礎 演習 1 ○ △ △ △ △ 15
　清水　美里
　伊澤　亮介
　江見　和明

留学生

ＢＣ2Ｂ10 教 養 基 礎 演習 1 ○ △ △ ○ △ △ 15

　小山内幸治
　江見　和明
　若生眞理子
　蘒　　寛美
　伊澤　亮介
　清水　美里

ＢＣ2Ｂ11 簿 記 会 計 実 務 Ⅰ 演習 2 ○ △ ○ 15
　江見　和明
○矢嶋　　聡
○杉　　律子

DLB横断
留学生

ＢＣ2Ｂ12 簿 記 会 計 実 務 Ⅱ 演習 1 △ 15 ○杉　　律子
○矢嶋　　聡

ＢＣ2Ｂ13 経 営 学 概 論 講義 2 ○ △ △ 15 　江見　和明 DLB横断
ＢＣ2Ｂ14 オ フ ィ ス 総 論 講義 2 ○ △ ○ ○ ○ 15 　若生眞理子

ＢＣ2Ｂ15 秘 書 実 務 Ⅰ 演習 1 ○ △  △ ○ △ △  15 　若生眞理子
○吉田みゆき

DLB「ビジネス
マナー」と共通

ＢＣ2Ｂ16 秘 書 実 務 Ⅱ 演習 1 ○ △ 　 ○ ○ ○ △ △ 　 　 15 　若生眞理子
○吉田みゆき

ＢＣ2Ｂ17 特 別 演 習 Ⅰ 演習 1 ○ 8
　小山内幸治
　沖山　圭子
　江見　和明
　田中　裕之
　若生眞理子
　伊澤　亮介
　蘒　　寛美

ＢＣ2Ｃ04 特 別 演 習 Ⅱ 演習 1 ○ 8

ＢＣ2Ｂ18 英 会 話 Ⅰ 演習 1 △ △ 15 　伊澤　亮介
ＢＣ2Ｂ19 英 会 話 Ⅱ 演習 1 △ △ 15 　蘒　　寛美
ＢＣ2Ｂ20 心 理 学 概 論 講義 2 △ △ △ 15 ○早川　滋人
ＢＣ2Ｃ05 現 代 社 会 論 講義 2 △ ○ △ △ 15 ○玄　　哲浩
ＢＣ2Ｂ21 ビ ジ ネ ス 法 規 入 門 講義 2 △ 15 ○谷奥　孝司 DLB横断
ＢＣ2Ｃ06 プレゼンテーション演習 演習 1 △ ○ △ 15 　若生眞理子
ＢＣ2Ｂ22 地 域 ビ ジ ネ ス 論 講義 2 △ △ △ 15 　江見　和明
ＢＣ2Ｃ07 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 講義 2 △ ○ 15 　江見　和明
ＢＣ2Ｃ08 事 務 管 理 講義 2 △ ○ ○ ○ △ 15 　江見　和明
ＢＣ2Ｃ09 総 合 実 践 論 講義 2 △ ○ △ ○ ○ 15 　若生眞理子
ＢＣ2Ｃ10 情 報 処 理 講義 2 △ ○ △ 15 ○林　　泰子 DLB横断
ＢＣ2Ｃ11 デ ー タ ベ ー ス 演 習 演習 1 △ △ △ 15 ○脇原　大輔 DLB横断
ＢＣ2Ｃ12 デ ザ イ ン 論 講義 2 △ ○ 15 ○菅本　祐子 DLB横断
ＢＣ2Ｂ23 ウ ェ ブ デ ザ イ ン Ⅰ 講義 2 △ ○ ○ 15 　小笠原 寛夫 DLB横断
ＢＣ2Ｃ13 ウ ェ ブ デ ザ イ ン Ⅱ 演習 2 △ △ ○ 15 ○山本　洋明 DLB横断
ＢＣ2Ｃ14 ウ ェ ブ デ ザ イ ン 演 習 演習 2 △ △ ○ 15 ○菅本　祐子
ＢＣ2B24 Ｃ Ｇ 演 習 演習 1 △ △ △ 15 　 ○山本　洋明 DLB横断
ＢＣ2Ｃ15 マ ル チ メ デ ィ ア 演 習 演習 2 △ △ △ 15 ○山本　洋明 DLB横断
ＢＣ2B25 デ ー タ サ イ エ ン ス 入 門 講義 2 △ 15 　小山内幸治 DLB横断
ＢＣ2B26 デ ー タ サ イ エ ン ス 応 用 講義 2 △ 15 　小山内幸治 DLB横断
ＢＣ2B27 ホ テ ル 業 務 概 論 講義 2 △ 15 　蘒　　寛美
ＢＣ2Ｃ16 ブ ラ イ ダ ル 論 講義 2 △ 15 　蘒　　寛美 生活横断
ＢＣ2Ｃ17 ホ テ ル マ ネ ジ メ ン ト 論 講義 1 △ 8 　蘒　　寛美
ＢＣ2Ｂ28 か ら だ の 構 造 と 機 能 講義 2 △ ○ △ ○ ○ 15 　田中　裕之
ＢＣ2Ｃ18 医 療 関 係 法 規 講義 2 △ ○ 15 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｃ19 医 療 情 報 学 講義 2 △ ○ 15 ○藤堂　隆司
ＢＣ2Ｃ20 患 者 論 と 医 の 倫 理 講義 2 △ ○ 15 ○松田　和郎
ＢＣ2Ｂ29 健 康 と 疾 病 講義 2 △ ○ ○ ○ 15 　田中　裕之
ＢＣ2Ｂ30 臨 床 検 査 と 薬 の 知 識 講義 2 △ ○ ○ ○ 15 　田中　裕之
ＢＣ2Ｃ21 医 療 用 語 講義 2 △ ○ △ 15 　田中　裕之
ＢＣ2Ｂ31 医 療 保 険 事 務 Ⅰ 講義 2 △ ○ △ ○ ○ 15 　沖山　圭子
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科目
ナンバー 授 業 科 目

形　
態

単
位
数

卒　　　業
上
級
秘
書
士

上
級
情
報
処
理
士

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン

実
務
士

上
級
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士

日
医
医
療
秘
書

メ
デ
ィ
カ
ル
秘
書

上
級
秘
書
士

社
会
福
祉
主
事

任
用
資
格

秘
書
士

情
報
処
理
士

医
療
秘
書
実
務
士

医
事
実
務
士

授　業　回　数

担当教員
（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備　
考

必修○選択△ １年次 ２年次
ビ
ジ
ネ
ス

実
務

医
療
事
務

観
光
・
ホ
テ
ル
・

ブ
ラ
イ
ダ
ル

経
営
経
済・

地
域 前 後 前 後

ＢＣ2Ｂ32 医 療 保 険 事 務 Ⅱ 演習 1 △ ○ ○ 15 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｃ22 医 療 保 険 事 務 Ⅲ 演習 1 △ ○ 8 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｃ23 D P C / P D P S 演習 1 △ 8 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｃ24 医 療 保 険 事 務 Ⅳ 演習 1 △ ○ 8 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｃ25 医 療 事 務 特 講 演習 1 △ 8 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｂ33 医 療 事 務 コ ン ピ ュ ー タ 演習 1 △ ○ 15 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｃ26 電 子 カ ル テ 演 習 演習 1 △ ○ 15 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｂ34 医 療 秘 書 学 講義 2 △ ○ △ ○ 15 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｃ27 医 療 秘 書 実 務 演習 1 △ ○ ○ 8 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｃ45 医 師 事 務 作 業 補 助 実 務 演習 1 △ 8 　沖山　圭子
ＢＣ2Ｃ28 医 療 経 営 学 講義 2 △ 15 ○藤堂　隆司
ＢＣ2Ｂ35 医 療 事 務 総 論 講義 2 △ ○ ○ 15 ○垣内美和子
ＢＣ2Ｃ29 介 護 概 論 講義 2 △ ○ △ 15 ○牧　　雪枝
ＢＣ2Ｃ30 手 話 演習 1 △ △ 15 ○塩尻　靖子
ＢＣ2Ｂ36 簿 記 会 計 演 習 演習 1 △ 15 ○矢嶋　　聡

ＢＣ2Ｂ37 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 演習 1 △ （集） 　蘒　　寛美
　清水　美里 DLB横断

ＢＣ2Ｂ38 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 演習 1 △ (集) 　蘒　　寛美
　清水　美里 DLB横断

ＢＣ2Ｃ31 実 技 演 習 演習 1 △ ○ ○ (集) 　沖山　圭子
　田中　裕之 ☆ 履修条件あり

ＢＣ2Ｃ32 地 域 づ く り 論 講義 2 △ 15 　江見　和明
ＢＣ2Ｃ33 地 域 福 祉 講義 2 △ ○ ○ 15 ○岡本　芳也

ＢＣ2Ｂ39 地 域 貢 献 演 習 Ⅰ 演習 1 △ (集)

　小山内幸治
　江見　和明
　若生眞理子
　蘒　　寛美
　小笠原寛夫

DLB横断

ＢＣ2Ｃ34 地 域 貢 献 演 習 Ⅱ 演習 1 △ (集)

　小山内幸治
　江見　和明
　若生眞理子
　蘒　　寛美
　小笠原寛夫

DLB横断

ＢＣ2Ｂ40 公 務 員 特 講 Ⅰ 演習 2 △ 15 　伊澤　亮介
ＢＣ2Ｃ35 公 務 員 特 講 Ⅱ 演習 2 △ 15 　伊澤　亮介
ＢＣ2Ｂ41 公 務 員 基 礎 講義 2 △ 15 　伊澤　亮介
ＢＣ2Ｃ36 ショップマネジメントⅠ 演習 2 △ 15 ○杉　　律子 生活・DLB横断

ＢＣ2Ｃ37 ショップマネジメントⅡ 演習 1 △ 15 ○杉　　律子 生活・DLB横断

ＢＣ2Ｃ38 フードコーディネート論 講義 2 △ 15
○弓削　高広
○内田　茂豊
〇鎌田　　勇
○馬場　知也

生活・DLB横断

ＢＣ2Ｂ42 おもしろ観光ツアー演習 演習 1 △
8

○平田　進也
8

ＢＣ2Ｂ43 イベントプロデュース実習 演習 1 △ 8 ○谷奥　孝司
ＢＣ2Ｂ44 経 済 学 概 論 講義 2 △ 15 ○姜　　天勇
ＢＣ2Ｂ45 経 済 学 特 講 Ⅰ 講義 1 △ 8 ○姜　　天勇 GPA2.0以上
ＢＣ2Ｃ39 経 済 学 特 講 Ⅱ 講義 1 △ 8 ○姜　　天勇 GPA2.0以上
ＢＣ2Ｃ40 経 済 学 演 習 演習 1 △ 8 ○姜　　天勇 GPA2.0以上
ＢＣ2Ｂ46 経 営 学 特 講 Ⅰ 講義 1 △ 8 　江見　和明 GPA2.0以上
ＢＣ2Ｃ41 経 営 学 特 講 Ⅱ 講義 1 △ 8 　江見　和明 GPA2.0以上
ＢＣ2Ｂ47 Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ Ⅰ 講義 1 △ 8 　伊澤　亮介
ＢＣ2Ｂ48 Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ Ⅱ 講義 1 △ 8 　伊澤　亮介 GPA2.0以上
ＢＣ2Ｃ42 Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ Ⅲ 講義 1 △ 8 　伊澤　亮介 GPA2.0以上

ＢＣ2Ｂ49 ビ ジ ネ ス 日 本 語 講義 2 △ 15

　江見　和明
　若生眞理子
　伊澤　亮介
　蘒　　寛美
　清水　美里

留学生

ＢＣ2Ｃ43 ハ ン ド メ イ ド デ ザ イ ン 演習 2 △ 15 　河村　梨花
ＢＣ2Ｃ44 ネ イ ル ア ー ト デ ザ イ ン 演習 1 △ 15 　河村　梨花

【注】〇は必修科目、△は選択科目（資格の△は選択必修科目）　　※社会福祉主事任用資格の選択科目は心理学（共通科目）が含まれる
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⑶　卒業・免許・資格要件
区　　分 必修科目 選択科目 合　　計 備　　考

卒 業 26単位 24単位以上 50単位以上

上 級 秘 書 士 8単位 16単位 24単位

上 級 情 報 処 理 士 8単位 16単位以上 24単位以上

ウ ェ ブ デ ザ イ ン 実 務 士 9単位 12単位 21単位

上 級 ビ ジ ネ ス 実 務 士 8単位 16単位 24単位 　

ビ ジ ネ ス 実 務 士 6単位 4単位※ 10単位
※共通科目
「キャリア基礎演習１単位」必
修を含む

日 本 医 師 会 認 定 医 療 秘 書 37単位 37単位

上級秘書士（メディカル秘書） 8単位 16単位以上 24単位以上

秘 書 士 6単位 10単位以上 16単位以上 　

情 報 処 理 士 10単位 10単位
※共通科目
「キャリア基礎演習１単位」
「キャリアデザイン演習１単位」
計２単位必修を含む

医 療 秘 書 実 務 士 17単位 4単位以上 21単位以上

医 事 実 務 士 14単位 14単位

社 会 福 祉 主 事 任 用 資 格 4単位 2単位以上 6単位以上
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⑷　資格
①上級秘書士資格
　上級秘書士は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教育協会規定の科目及び単
位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得した者で、「上級秘書士」資格の認定を希望する者
に対して、一般財団法人全国大学実務教育協会から、「上級秘書士認定証」を交付します。
◇本学基準

授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1

現代社会論 ● 1-2 ② 2
オフィス総論 〇 1-1 ① 2
秘書実務Ⅰ 〇 1-2 ③ 1
情報システム概論 〇 1-2 ④ 2
日本語表現Ⅰ 〇 1-2 ③ 2
ビジネス基礎 〇 1-3 ⑥ 1

領域2

事務管理 ● 2A-1 ⑧ 2
コミュニケーション論 〇 2A-2 ⑨ 2
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ 〇 2A-2 ⑩ 1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ 〇 2A-3 ⑫ 1
ホスピタリティ論 ● 2A-2 ⑨ 2
秘書実務Ⅱ 〇 2A-3 ⑫ 1

領域3
総合実践論 ● 3-1 ⑬ 2
日本語表現Ⅱ 〇 3-1 ⑭ 2
教養基礎 〇 3-2 ⑯ 1

必修●：総単位数（8）/基準（8単位以上）　　選択〇：総単位数（16）/基準（16単位以上）　　合計：総単位数（24）/基準（24単位以上）

◇本資格の到達目標
１　秘書の基本行動に必要な知識・スキルの基本を修得し、社会人基礎力と自己管理力を発揮してペアワークの場において秘書実務を実践し、

学びを継続することができる。
２　専門知識・スキル（秘書実務力、国際秘書実務力、メディカル秘書実務力）を修得し、専門的実務実践力を活用して変化する経営環境の変

化に対応して秘書実務において成果を出すことができる。
３　秘書知識・秘書スキルを活用して取り組む総合的学修活動を通して、多様な職業能力の基盤となる課題発見・解決力と学びの継続力の重要

性を理解している。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）

領
域
１ 
秘
書
実
務
の
知
識
・
ス
キ
ル
・
働
く

基
本
能
力
を
修
得
し
活
用
す
る
基
礎
的
実
務

実
践
力
の
領
域

1-1　
秘書実務の理解

①秘書とは何かを把握し、秘書業務における情報業務、対人業務の意義とその方法を理解し、日常行動で
実践できる。
②秘書としての基本行動に必要な社会常識、ビジネス倫理、ビジネス法規の基本的なことを理解し、日常
行動で実践できる。

1-2　
働く基本能力の活用

③秘書実務の学修にすでに修得した基礎能力（基礎知識・理解力・考察力・表現技術など）を活かして活
動し、それを指導する基本を身につけている。
④情報倫理、知的所有権、情報活用マナーにしたがって、情報通信機器を使ってデータの収集・加工し、
説得力のあるレポート・文書・資料を作成できる。

1-3　
秘書実務と学修に取り組
む力

⑤秘書実務の意義と内容、秘書知識・秘書スキル、上司とのペアワークを修得し、実践から学ぶ方法を身
につけている。
⑥大学等で学んだ学修成果（知識・スキル・態度）を実践活動の場で仕事に活用し、その結果を振り返って、
学びを継続できる。

領
域
２
A 

秘
書
実
務
の
専
門
知
識
・

ス
キ
ル
を
修
得
し
、
総
合
的
に
活
用

す
る
専
門
的
実
務
実
践
力
の
領
域

2A-1　
上級秘書知識

⑦ビジネス環境の変化に対応し、上司とのペアワークを推進するための秘書実務の意義と内容、秘書実務
の手順を説明できる。
⑧ビジネス環境の変化の中で上司の業務を理解し、上司とのペアワークの手順を実践するための基本知識
を説明し、人に指導する素養を備えている。

2A-2　
上級秘書スキル

⑨秘書実務に必要な対人コミュニケーションの留意点を説明でき、自らもその能力を向上させることがで
きる。
⑩秘書実務を創意工夫して実施し、その成果を報告書にまとめ指導する素養を備えている。

2A-3　
秘書実務実践力

⑪秘書実務の工夫・改善を組織的に実践できる能力を修得している。
⑫秘書実務の基本知識・スキルを活用する総合的演習を通して、メンバーとともに課題を明確にし、成果
を出すことができる。

領
域
３ 

課
題
発
見
力・

解
決
力
と
学
び
の

継
続
力
の
領
域

3-1　
総合的課題発見・解決力

⑬実践学修における失敗・活動低下・崩壊のきざしなどにあきらめないで対応し、多様な人と関わりをも
てる柔軟かつ積極的活動ができる。
⑭実践活動の場でメンバーとともに課題を明確にしながら創意工夫をして結果を出す総合的課題解決力を
発揮し、その価値を見出すことができる。

3-2　
実践活動の学びの継続力

⑮協働で課題解決する活動を通じて、自分の能力の課題に気づき、能力を高める行動をとることができる。
⑯社会の変化を感知して、学びの継続して自分のキャリアの方向性を考えることができる。
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②上級情報処理士資格
　上級情報処理士は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教育協会規定の科目及
び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得した者で、「上級情報処理士」資格の認定を希
望する者に対して、一般財団法人全国大学実務教育協会から、「上級情報処理士認定証」を交付します。

◇本学基準
授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1

情報システム概論 ● １－１ ①③ 2
コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅰ 〇 １－２ ⑤ 1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ 〇 １－２ ⑤ 1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ 〇 １－２ ⑤ 1
マルチメディア演習 〇 １－２ ⑥ 2

領域2

情報処理 ● ２－１ ⑨⑩ 2
CG演習 〇 ２－１ ⑨ 1
プログラミングⅠ 〇 ２－２ ⑪ 1
データベース演習 〇 ２－２ ⑬ 1
プログラミングⅡ 〇 ２－２ ⑫⑬ 1
ウェブデザインⅠ ● ２－２ ⑪ 2
ウェブデザインⅡ 〇 ２－２ ⑪ 2
ウェブデザイン演習 〇 ２－２ ⑬ 2

領域3

総合実践論 〇 ３－１ ⑱⑲ 2
現代社会論 〇 ３－１ ⑲ 2
ホスピタリティ論 ● ３－２ ⑳㉑ 2
コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅱ 〇 ３－１ ⑰ 1

必修●：領域1…基準（2単位以上）、領域2…基準（4単位以上）、領域3…基準（2単位以上）　　総修得単位数：基準（24単位以上）

◇本資格の到達目標
１．情報社会において情報を適切に扱う知識と技能を持ち、実務を論理的・倫理的に実践できる。
２．情報科学の知識と技能を理解・修得した上で、それらを実務に適切に活用する実践力を有し、成果を出すことができる。
３．情報社会において、対象となる課題を発見・分析し、客観的に捉えて解決することができる。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）

領
域
１　

情
報
社
会
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る
知

識
・
ス
キ
ル
・
働
く
基
本
能
力
を
修
得
し
、
活
用
す
る
基
礎

的
実
務
実
践
力
の
領
域

1-1
情報社会における情報の知識

①情報が持つ特性、その表現方法を理解している。テキスト・画像・動画・音声など多様なデジタルデータの保管や扱いについて
説明できる。

②マスメディアやインターネット上の多様な情報コミュニケーションの手段とその特性、社会的役割や影響を理解している。

③デジタル技術による社会の発展の可能性やリスクを理解し、著作権・個人情報保護・プライバシー、サイバーセキュリティ等に
ついて説明できる。

1-2
情報社会において情報を扱う
技能

④マスメディアやインターネット上で表現された情報の意味や発信者の意図を批判的・客観的に正しく評価し、それを踏まえて情
報を有効に活用できる。

⑤論理的で説得力のある文書・レポートを作成できる。情報を可視化し、的確に伝えるためにグラフ・図を工夫して作成できる。

⑥テキスト・画像・動画・音声などのマルチメディアを活用し、ユーザインターフェイスを考慮して、資料やWebコンテンツを構
想、作成できる。

1-3
情報社会において情報を扱う
態度

⑦必要な情報を収集し、客観的情報に基づき、論理的に判断できる。他者の考えを踏まえ、自分の考えが客観的に適切かどうかを
判断できる。

⑧情報倫理を理解し、インターネット上で情報共有者、発信者として適切に行動できる。自分の行動が、社会とのコミュニケーショ
ンにおいて、どのような意味や価値をもつかを判断できる。

領
域
２　

情
報
社
会
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

関
す
る
専
門
知
識
・
ス
キ
ル
を
修
得
し
、
総
合

的
に
活
用
す
る
専
門
的
実
務
実
践
力
の
領
域

2-1
コンピュータとネットワーク
の知識と実践

⑨コンピュータや情報技術の基本原理を踏まえて、ハードウェアとソフトウェアの関係を理解し、デジタル情報を活用できる。

⑩コンピュータネットワークの基本原理を理解し、その上の情報の流れとコミュニケーションの特性、情報セキュリティ技術に関
する知識を有して情報社会のリスクに対応することができる。

2-2
プログラミングの知識と実践

⑪データ構造やプログラミングについて理解し、問題解決のためにプログラムの設計・作成を行い、テスト実行し、要求仕様に基
づいて修正することができる。

⑫状態遷移図やデータフロー図などモデル化の手法を活用し、諸課題に対するアルゴリズムを検討・考察し、構築することができる。

⑬システムの設計・構築・評価・運用のための標準的手法を理解し、起こり得る問題やその対処方法、システム開発プロセスにつ
いて知っている。

2-3
データサイエンスと人工知能
（AI）の知識と実践

⑭データの記述や統計分析など、データサイエンスの基本技術を理解し、活用できる。

⑮機械学習を中心とした人工知能（AI）技術を理解し、AIによって何が可能になるか、社会にどう影響するかわかる。

⑯統計的手法や、人工知能（AI）技術によってデータを解析し、実際の問題解決に活かせる。

領
域
３　

情
報
社
会
に
お

け
る
課
題
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・
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題
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と
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継

続
力
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領
域

3-1
課題解決の技能

⑰身近な状況の中から課題を発見し、効果的な手法を活用して、課題を解決することができる

⑱コミュニケーションの本質を理解し、集団の前で効果的にプレゼンテーションができ、また共同作業において様々な目的で話し
合いができる。

3-2
課題解決の態度

⑲グループ活動において、相手の立場を理解して合意点を探り、協調でき、必要に応じてリーダシップを取るなど、適切に活動で
きる。

⑳社会の変化を感知し、学びを継続して自分のライフキャリアを考え続けることができる。
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③ウェブデザイン実務士資格
　ウェブデザイン実務士は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教
育協会規定の科目及び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得した者で、
「ウェブデザイン実務士」資格の認定を希望する者に対して、一般財団法人全国大学実務教育協会
から、「ウェブデザイン実務士認定証」を交付します。
◇本学基準

授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1

ウェブデザインⅠ ● １－１ ①② 2
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ ● １－２ ④ 1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ 〇 １－２ ④ 1
情報処理 〇 １－３ ⑤ 2
情報システム概論 〇 １－３ ⑤ 2
コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅱ 〇 １－２ ④ 1
プログラミングⅠ 〇 １－２ ④ 1
コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅰ 〇 １－２ ④ 1
データベース演習 〇 １－２ ④ 1

領域2

ウェブデザインⅡ ● ２－３ ⑪⑫ 2
マルチメディア演習 〇 ２－１ ⑦ 2
CG演習 〇 ２－１ ⑦ 1
デザイン論 ● ２－１ ⑦ 2

領域3 ウェブデザイン演習 ● ３－１ ⑬⑭ 2
必修●：総単位数（9）/基準（8単位以上）　　選択〇：総単位数（12）/基準（12単位以上）　　合計：総単位数（21）/基準（20単位以上）

◇本資格の到達目標
１．ウェブサイト制作に必要なHTMLを習得し、ウェブページのスタイルを決めるCSSを用いて基礎的なウェブサイトの開発、運営を行うこと

ができる。
２．ウェブサイト作成ツールを活用して、ウェブコンテンツやサイトを制作し、ウェブデザインのそれぞれのステップにおいて、基礎分野で学

んだ能力を活用してウェブコンテンツとサイトを作成できる。
３．ウェブデザインの総合的な演習を通して、専門的な知識やスキルを使って総合的に実践する能力を備え、スペシャリストとして学びを継続

する重要性を理解している。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）

領
域
１　
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
実
務
の
基
礎

と
な
る
知
識
・
ス
キ
ル
の
領
域

1-1
ウェブデザインの理解

①ウェブページの作成方法、ウェブサイト構築に関するインターネットの利用技術などについて説明できる。
②ウェブデザイン実務を理解し、マークアップ言語「HTML」やウェブページのスタイルを決める「CSS」を用いて、
見栄えのよいレイアウトを設定することができる。

1-2
基礎的な情報実務能力

③パソコンやインターネットの活用方法などを理解し、ウェブコンテンツ作成ソフトフェアを使って素材（静止画像・
動画・グラフィックス・音声）を作成してウェブデザインに活用できる。

④ビジネスの現場における、情報の検索、加工、分析、資料作成、情報発信などの一連の情報実務を実践でき、ウェ
ブデザインに活用できる。

1-3
ウェブデザイン実務と学修
に取組む力

⑤ウェブサイト運営、およびウェブサイト構築における注意事項、著作権問題、セキュリティなどの重要なポイント
を具体的な事例をもとに説明できる。

⑥ウェブデザインの学修成果を実践活動の場で活用できる能力を身につけ、その結果を振り返って学びを継続できる。
領
域
２　

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
実
務
の
専
門
知

識
・
ス
キ
ル
の
領
域

2-1
ウェブデザイン実務スキル

⑦画像編集ソフトを使って静止画像などを編集でき、グラフィックデザインソフトを使ってロゴやイラストなどを加
工できる。

⑧ウェブ制作ツールを使って、静止画、動画、音声などを使った様々なウェブコンテンツを制作して、ウェブページ
を作成できる。

2-2
ウェブデザイン能力の活用

⑨コンテンツマネジメントシステム（CMS）などを活用し、ウェブオーサリングツールを操作して、学習課題に応じ
たウェブページを編集できる。

⑩ユーザーからニーズを的確に把握し、ウェブサイトを制作する方法について学んだスキルを発揮して、企画通りの
ウェブサイトを制作できる。

2-3
ウェブデザイン実務実践力

⑪ウェブデザインの専門知識、スキルを、ビジネス現場で活用できる実践的な応用能力を身につけている。
⑫ウェブサイトを作成するプロセスを資料にまとめ効果的に情報発信できるとともに、ウェブサイトを作成するプロ
セスについての実施マニュアルを作成でき、詳しく説明できる。

領
域
3　

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ

ン
実
務
の
総
合
的
実
務

実
践
力
と
学
修
継
続
力

の
領
域 3-1

ウェブデザイン実務の総合
的実務実践力

⑬ウェブデザインについて学んできたことの集大成として、身につけてきた専門知識とスキルを発揮し、ユーザーの
ニーズを把握して、実践の場面で具体的なウェブサイトの作品制作を行うことができる。

⑭ウェブサイトの作品制作、ウェブコンテンツ制作の課題を説明でき、指導マニュアルを作成できる。

⑮ウェブサイトの評価基準（ユーザビリティ、アクセスビリティなど）について説明でき、効果的なウェブサイトを
作成することができ、さらに学びを深める重要性を理解している。
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④上級ビジネス実務士資格
　上級ビジネス実務士は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教育
協会規定の科目及び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位(本学基準)を修得した者で、「上
級ビジネス実務士」資格の認定を希望する者に対して、一般財団法人全国大学実務教育協会から、「上
級ビジネス実務士認定証」を交付します。
◇本学基準

授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1

ビジネス基礎 〇 1-2 ③ 1
日本語表現Ⅰ 〇 1-2 ③ 2
プレゼンテーション演習 ● 1-3 ④⑥ 1
秘書実務Ⅱ ● 1-1 ②⑤ 1
経営学概論 〇 1-1 ① 2
簿記会計実務Ⅰ 〇 1-3 ② 2

領域2

事務管理 ● ２A-2 ⑩ 2
コミュニケーション論 〇 ２A-2 ⑨ 2
情報システム概論 〇 ２A-1 ⑦⑧ 2
マーケティング論 ● ２A-3 ⑪⑫ 2

領域3

総合実践論 ● 3-2 ⑮⑯ 2
日本語表現Ⅱ 〇 3-1 ⑬⑭ 2
教養基礎 〇 3-1 ⑬ 1
地域ビジネス論 〇 3-2 ⑮⑯ 2

必修●：総単位数（8）/基準（8単位以上）　　選択〇：総単位数（16）/基準（16単位以上）　　合計：総単位数（24）/基準（24単位以上）

◇本資格の到達目標
１　ビジネス（事業）に関する知識・スキルの基本を修得し、社会人基礎力と自己管理力を発揮して個人・協働業務においてビジネス実務を実

践し、学びを継続することができる。
２　専門知識・スキル（ビジネス実務力、国際ビジネス実務力、サービス実務力）を修得し、専門的実務実践力を活用して変化するビジネス環

境に柔軟に対応して成果を出すことができる。
３　ビジネス実務知識・スキルを活用して取り組む総合的学修活動を通して、多様な職業能力の基盤となる課題発見・解決力と学びの継続力の

重要性を理解している。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）

領
域
１ 

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
の
知
識・ス
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ル・
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す
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礎
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務
実
践
力
の
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域

1-1　
ビジネス（事業）の理解

①ビジネス（事業）とは何かを理解し、ビジネス現場の様々な活動と連携させて捉えることができ、日常
行動で実践できる。
②ビジネス活動のプロセスの中で必要な倫理や法規に沿った基本活動を理解し、日常活動で実践できる。

1-2　
働く基本能力の活用

③ビジネス実務の学修にすでに修得した基礎能力（基礎知識・理解力・考察力・表現技術など）を活かし
て活動し、それを指導する基本を身につけている。
④情報倫理、知的所有権、情報活用マナーにしたがって、情報通信機器を使ってデータの収集・加工し、
説得力のあるレポート・文書・資料を作成できる。

1-3　
ビジネス実務と学修に
取組む力

⑤ビジネス実務の意義と内容、実務知識・スキル、個人・協働業務のマネジメントの手順（PDCA)を修得し、
実践から学ぶ方法を身につけている。
⑥大学等で学んだ学修成果（知識・スキル・態度）を実践活動の場で仕事に活用し、その結果を振り返って、
学びを継続できる。

領
域
２
A 

ビ
ジ
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ス
実
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門
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域

2A-1　
上級ビジネス実務知識

⑦ビジネス実務知識の業務マネジメント（PDCA)への活用方法を理解し、ビジネス環境に対応して実務知
識を高めることができる。
⑧個人・協働業務における業務マネジメント（PDCA)を実践するための知識を説明し、人に指導する素養
を備えている。

2A-2　
上級ビジネス実務スキル

⑨チーム活動に必要な対人コミュニケーションの留意点を説明でき、自らもその能力を向上させることが
できる。
⑩ビジネス実務の日程計画作成・会議準備・企画提案・発表を、議論しながら創意工夫して実践し、成果
を報告書にまとめ、指導する素養を備えている。

2A-3　
ビジネス実務実践力

⑪メンバーとともに、ビジネス実務の工夫・改善を組織的に実践できる能力を修得している。
⑫ビジネス実務の基本知識・スキルを活用する総合的演習を通して、メンバーとともに課題を明確にし、
成果を出すことができる。

領
域
３ 

課
題
発
見
力・

解
決
力
と
学
び
の

継
続
力
の
領
域

3-1　
総合的課題発見・解決力

⑬実践学修における失敗・活動低下・崩壊のきざしなどにあきらめないで対応し、多様な人と関わりをも
てる柔軟かつ積極的活動ができる。
⑭実践活動の場でメンバーとともに課題を明確にしながら創意工夫をして結果を出す総合的課題解決力を
発揮し、その価値を見出すことができる。

3-2　
実践活動の学びの継続力

⑮協働で課題解決する活動を通じて、自分の能力の課題に気づき、能力を高める行動をとることができる。
⑯社会の変化を感知して、学びを継続して自分のキャリアの方向性を考えることができる。
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⑤ビジネス実務士資格
　ビジネス実務士は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教育協会
規定の科目及び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位(本学基準)を修得した者で、「ビジネ
ス実務士」資格の認定を希望する者に対して、一般財団法人全国大学実務教育協会から、「ビジネ
ス実務士認定証」を交付します。
◇本学基準

授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1
コミュニケーション論 〇 1-1 ①② 2
情報システム概論 ● 1-2 ③ 2
日本語表現Ⅰ 〇 1-2 ④ 2

領域2

プレゼンテーション演習 〇 ２-3 ⑨ 1
秘書実務Ⅰ 〇 ２-3 ⑨⑩ 1
経営学概論 〇 ２-1 ⑤⑥ 2
簿記会計実務Ⅰ ● ２-1 ⑤ 2
キャリア基礎演習 〇 ２-2 ⑦⑧ 1

領域3
教養基礎 ● 3-1 ⑪⑫ 1
秘書実務Ⅱ ● 3-2 ⑬ 1
地域ビジネス論 〇 3-2 ⑬⑭ 2

必修●：領域1…基準（2単位）、領域2…基準（2単位）、領域3…基準（2単位）　　総修得単位数…基準（10単位以上）

◇本資格の到達目標
１　幅広いビジネス実務に対応できる学びの基礎能力や社会と自分を知る力を備えている。
２　ビジネス実務全体に必要な専門的基本能力（業務マネジメント（PDCA）・デジタル情報活用・チームづくり）の重要性を理解して、ビジネ

ス実務の基礎的知識・スキルを修得し、それを活用する実務実践力の基本とその学修力を身につけている。
３　学びの基礎能力や実務実践力を活かした課題実践の学修活動を通して、多様な職業能力の基盤となる総合的実践力（課題発見・解決力と学

びの継続力）の重要性を理解している。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）

領
域
１ 

学
修
の
基
礎
能
力

と
教
養
の
領
域

1-1　
働く基礎能力

①ビジネス実務の学修に、基礎能力（読解力・対話力・考察力・デジタル基本スキル・言語表現力など）
を活かして活動ができる。

②正課内外の学修活動で協働意識をもって行動し、成果を振り返り、改善点を明確にできる。

1-2　
社会と自分を知る力

③市民社会や組織の一員としての自覚をもって現実を理解し、問題を誠実に調べ、省察し、分析できる。

④他者への思いやりや責任感をもって学修課題を議論し、仲間と共に課題解決に向けた活動を行うことが
できる。

領
域
２ 

基
本
能
力
と
専
門
的
知
識
・
ス

キ
ル
・
態
度
お
よ
び
実
務
実
践
力
の
領

域 2-1　
ビジネス（事業）の理解

⑤ビジネス（事業）とは何かを理解し、ビジネス現場の様々な活動と連携させて捉えることができる。

⑥ビジネス活動のプロセスの中で必要な倫理や法規に沿った基本活動を理解している。

2-2　
ビジネス情報活用スキル

⑦学内のルールや情報活用マナーにしたがって、情報通信環境を活用して情報収集・発信などができる。

⑧パソコンによるデータの加工、レポート作成、ビジネス資料作成ができる。

2-3　
ビジネス実務の実践力

⑨ビジネス実務の意義と内容、ビジネス実務実践の基本となる業務マネジメント・デジタル情報活用・チー
ムづくりの基本知識と実践方法を理解しており、それを他者に説明することができる。

⑩ビジネス実務で必要な話し方・言葉遣い・応対、メモ・報告・連絡・相談・ビジネス文書作成・データ
処理などの一連の実務を実践できる。

領
域
３ 

総
合
的
実
践
力
と
学
修
継

続
力
の
領
域

3-1　
総合的課題発見・解決力

⑪実践事例研究やゼミ活動の総合的総合的実践学修を通して、メンバーと共に創意工夫をして結果を出す
活動の重要性とともに、共に教え学び合うことの価値に気づくことができる。

⑫課題実践学修における失敗・活動低下・崩壊のきざしなどに対応し、多様な人と関わる活動に取り組む
ことができる。

3-2　
実践学修を継続する力

⑬大学の基礎教育や専門分野で学んだ学修成果（知識・スキル・態度）を総合的実践の場で活用し、その
結果を自己評価することができる。

⑭学修したビジネス実務知識・スキルを深める方法を活かし、社会変化を踏まえて学びを継続する価値に
気づいている。
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⑥日本医師会認定医療秘書
　日本医師会認定医療秘書は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて社団法人日本医師会規定の
科目及び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得し、社団法人日本医師会
が行う日本医師会医療秘書認定試験に合格しなければなりません。また、4群に分けられた日本医
師会規定の各種技能検定※のうち3群（各1科目）を選択し、検定試験合格が必要となります。
※別表参照

区
分

日本医師会基準 本学基準
教科名 単位 教科名 単位

Ａ
医
療
・
保
健
・
福
祉
基
礎
教
科

１．健康と疾病とは 2 健康と疾病 2

２．患者論と医の倫理 2
患者論と医の倫理 2
ホスピタリティ論 2

３．からだの構造と機能 3 からだの構造と機能 2
４．臨床検査と薬の知識 3 臨床検査と薬の知識 2
５．医療にかかわる用語 3 医療用語 2
６．コミュニケーション論 ＊1 コミュニケーション論 2

小　計 13＋＊1 小　計 14

Ｂ
医
療
秘
書
専
門
教
科

１．医療秘書概論 2
オフィス総論 2
医療秘書学 2

２．医療秘書実務 ＊4

秘書実務Ⅰ ＊1
秘書実務Ⅱ ＊1
事務管理 2
医療秘書実務 ＊1

３．医療情報処理学 2
医療情報学 2
情報システム概論 2

４．医療情報処理 ＊5
医療事務コンピュータ ＊1
電子カルテ演習 ＊1

５．医療関係法規概論 3
医療関係法規 2
医療保険事務Ⅰ 2

小　計 7＋＊9 小　計 14＋＊5
Ｃ
実
務
研
修・実
務
演
習

実務研修 ＊＊3 実技演習 ＊1

実務演習 ＊5
医療保険事務Ⅱ ＊1
医療保険事務Ⅲ ＊1
医療保険事務Ⅳ ＊1

小　計 ＊＊3＋＊5 小　計 ＊4
合　計 20＋＊＊3＋＊15 合　計 28＋＊9

＊＊実習　　＊演習
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※秘書技能科目及び具体的検定種目一覧�� 令和元年11月現在

第1群［秘書検定・英語検定・漢字検定］ 等級 簡略語句

実務技能検定協会　秘書技能検定 文 3級以上 秘技文部3

日本秘書協会　CBS（国際秘書）検定 取得 国際秘書取

日本英語検定協会　実用英語技能検定 文 3級以上 実英文部3

全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕　上級秘書士　資格 取得 上秘全大取

全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕　ビジネス実務士　資格 取得 ビ実全大取

全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕　上級ビジネス実務士　資格 取得 上ビ全大取

職業教育・キャリア教育財団　ビジネス能力検定（B検）ジョブパス〔旧ビジネス能力検定〕 文 3級以上 ビジ文部3

日本漢字能力検定協会　日本漢字能力検定 2級以上 漢能日漢2

国際ビジネスコミュニケーション協会　Test of English for International Communication（TOEIC） 400点以上 TOEIC取

日本話しことば協会　話しことばとコミュニケーション検定〔旧話しことば検定〕 3級以上 話しことば3

第2群［情報処理］ 等級 簡略語句

情報処理推進機構〔旧経済産業大臣指定試験機関日本情報処理開発協会〕情報処理技術者試験 取得 情報処理取

日本情報システム・コンサルタント協会〔旧日本情報システム・ユーザー協会〕ISC（情報システム・コンサルタント）試験 取得 情報日シ取

全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕情報処理士　資格 取得 情報全大取

全国大学実務教育協会〔旧全国大学・短期大学実務教育協会〕上級情報処理士　資格 取得 上情全大取

全国商業高等学校協会　情報処理検定〈ビジネス情報部門（1、2級）〉 文 3級以上 情報全商3

全国経理教育協会〔旧全国経理学校協会〕文書処理能力検定（ワープロ） 3級以上 ワプ全経3

日本商工会議所　日商PC検定（文書作成） 3級以上 PC文日商3

全国商業高等学校協会　ビジネス文書実務検定〔旧ワープロ実務検定〕 文 3級以上 ワプ全商3

全国ビジネス学校連盟　日本語ワープロ技能資格検定〔旧日本語ワードプロセッサ技能資格認定試験〕 3級以上 ワプ全ビ3

日本情報処理検定協会〔旧日本ワープロ検定協会〕日本語ワープロ検定〔旧日本語ワードプロセッサ検定〕 文 3級以上 ワプ日情3

日本情報処理検定協会〔旧日本情報処理技能検定協会〕情報処理技能検定 文 3級以上 情報日情3

マイクロソフトオフィススペシャリスト〈Microsoft Word、Microsoft Excel 等〉〔旧マイクロソフトオフィスユーザースペシャリスト（MOUS試験）〕 一般・上級 MOS一般

サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会〔旧日本ソフトウェア教育協会〕Word文書処理技能認定試験 3級以上 WDサテ3

サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会〔旧日本ソフトウェア教育協会〕Excel表計算処理技能認定試験 3級以上 ECLサテ3

日本病院会　診療情報管理士認定試験 取得 情管日病取

第3群［保険請求事務］ 等級 簡略語句

全国医師会医療秘書学院連絡協議会　医療保険請求事務実技試験 取得 保実全秘取

日本医療保険事務協会　診療報酬請求事務能力認定試験 取得 保能医事取

第4群［その他］ 等級 簡略語句

日本速記協会　速記技能検定 文 5級以上 速記文部5

全日本速記教育協会　速記能力検定※1 3級以上 速記全日3

全日本速記教育協会　全国筆記能力検定※1 3級以上 筆記全日3

日本書写技能検定協会　硬筆書写技能検定 文 3級以上 ペン文部3

日本商工会議所　簿記検定 3級以上 簿記日商3

全国商業高等学校協会　簿記実務検定 文 3級以上 簿記全商3

全国経理教育協会〔旧全国経理学校協会〕簿記能力検定 文 3級以上 簿記全経3

全国商工会連合会　簿記検定 3級 簿記商工3

日本電卓技能検定協会〔旧日本電卓検定協会〕電卓技能検定 3級以上 電卓日電3

全国工業高等学校長協会　計算技術検定 文 3級以上 電卓全高3

全国経理教育協会〔旧全国経理学校協会〕電卓計算能力検定 3級以上 電卓全経3

日本商工会議所　そろばん（珠算）検定（珠算能力検定） 3級以上 珠算日商3

全国商工会連合会　珠算検定 3級以上 珠算商工3

全国珠算教育連盟　珠算検定 文 3級以上 珠算全珠3
 文	 ：文部科学省後援
※1	：現在は実施されていない
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⑦上級秘書士（メディカル秘書）資格
　上級秘書士（メディカル秘書）は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教育協会規定の科目及び単位
に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得した者で、「上級秘書士（メディカル秘書）」資格の認定を希望する者に対
して、一般財団法人全国大学実務教育協会から、「上級秘書士（メディカル秘書）認定書」を交付します。
◇本学基準

授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1

現代社会論 〇 1-2 ③ 2
オフィス総論 ● 1-1 ① 2
秘書実務Ⅰ 〇 1-3 ⑤ 1
秘書実務Ⅱ 〇 1-3 ⑥ 1
情報システム概論 〇 1-2 ④ 2
日本語表現Ⅰ 〇 1-2 ③ 2
ビジネス基礎 〇 1-1 ② 1

領域2

事務管理 〇 ２C-1 ⑦ 2
コミュニケーション論 〇 ２C-2 ⑩ 2
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ 〇 ２C-1 ⑦ 1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ 〇 ２C-2 ⑨ 1
ホスピタリティ論 ● ２C-1 ⑦ 2
医療秘書学 〇 ２C-3 ⑪ 2
医療秘書実務 ● ２C-3 ⑫ 1
医療保険事務Ⅰ 〇 ２C-2 ⑧ 2
医療保険事務Ⅱ ● ２C-2 ⑨ 1
からだの構造と機能 〇 ２C-1 ⑦ 2
医療用語 〇 ２C-1 ⑧ 2

領域3
総合実践論 ● 3-1 ⑬ 2
日本語表現Ⅱ 〇 3-1 ⑭ 2
教養基礎 〇 3-2 ⑮ 1

必修●：総単位数（8）/基準（8単位以上）　　選択〇：総単位数（26）/基準（16単位以上）　　合計：総単位数（34）/基準（24単位以上）

◇本資格の到達目標
１　秘書の基本行動に必要な知識・スキルの基本を修得し、社会人基礎力と自己管理力を発揮してペアワークの場において秘書実務を実践し、

学びを継続することができる。
２　専門知識・スキル（秘書実務力、国際秘書実務力、メディカル秘書実務力）を修得し、専門的実務実践力を活用して変化する経営環境の変

化に対応して秘書実務において成果を出すことができる。
３　秘書知識・秘書スキルを活用して取組む総合的学修活動を通して、多様な職業能力の基盤となる課題発見・解決力と学びの継続力の重要性

を理解している。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）

領
域
１ 
秘
書
実
務
の
知
識
・
ス
キ
ル
・
働
く
基

本
能
力
を
修
得
し
活
用
す
る
基
礎
的
実
務
実

践
力
の
領
域

1-1　
秘書実務の理解

①秘書とは何かを把握し、秘書業務における情報業務、対人業務の意義とその方法を理解し、日常行動で
実践できる。
②秘書としての基本行動に必要な社会常識、ビジネス倫理、ビジネス法規の基本的なことを理解し、日常
行動で実践できる。

1-2　
働く基本能力の活用

③秘書実務の学修にすでに修得した基礎能力（基礎知識・理解力・考察力・表現技術など）を活かして活
動し、それを指導する基本を身につけている。
④情報倫理、知的所有権、情報活用マナーにしたがって、情報通信機器を使ってデータの収集・加工し、
説得力のあるレポート・文書・資料を作成できる。

1-3　
秘書実務と学修に
取り組む力

⑤秘書実務の意義と内容、秘書知識・秘書スキル、上司とのペアワークを修得し、実践から学ぶ方法を身
につけている。
⑥大学等で学んだ学修成果（知識・スキル・態度）を実践活動の場で仕事に活用し、その結果を振り返って、
学びを継続できる。

領
域
２
C 

秘
書
実
務
の
専
門
知

識
・
ス
キ
ル
を
修
得
し
、
総

合
的
に
活
用
す
る
専
門
的
実

務
実
践
力
の
領
域

2C-1　
メディカル秘書知識

⑦メディカル秘書の職能と求められる知識・スキルを説明できる。

⑧医療機関の組織としての特徴、社会福祉制度・保険制度・医療基本用語を説明できる。

2C-2　
メディカル秘書スキル

⑨診療報酬請求事務処理の基本を修得し、医療関係書類作成・診療記録管理を実践できる。

⑩医療機関におけるコミュニケーションを円滑に行うことができる。

2C-3　
メディカル秘書実務実践力

⑪メディカル秘書実務の工夫・改善を組織的に実践できる能力を修得している。

⑫メディカル秘書の基本知識・スキルを活用する総合的演習を通して、メンバーとともに課題を明確にし、
成果を出すことができる。

領
域
３ 

課
題
発
見
力
・

解
決
力
と
学
び
の
継

続
力
の
領
域

3-1　
総合的課題発見・解決力

⑬実践学修における失敗・活動低下・崩壊のきざしなどにあきらめないで対応し、多様な人と関わりをも
てる柔軟かつ積極的活動ができる。
⑭実践活動の場でメンバーとともに課題を明確にしながら創意工夫をして結果を出す総合的課題解決力を
発揮し、その価値を見出すことができる。

3-2　
実践活動の学びの継続力

⑮協働で課題解決する活動を通じて、自分の能力の課題に気づき、能力を高める行動をとることができる。

⑯社会の変化を感知して、学びを継続して自分のキャリアの方向性を考えることができる。
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⑧秘書士資格
　秘書士は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教育協会規定の科
目及び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得した者で、「秘書士」資格
の認定を希望する者に対して、一般財団法人全国大学実務教育協会から、「秘書士認定証」を交付
します。
◇本学基準

授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1

オフィス総論 ● 1-1 ① 2
秘書実務Ⅰ 〇 1-3 ⑤ 1
情報システム概論 〇 1-2 ④ 2
日本語表現Ⅰ 〇 1-2 ③ 2
ビジネス基礎 〇 1-1 ② 1

領域2

コミュニケーション論 〇 ２-1 ⑦ 2
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ 〇 ２-1 ⑦ 1
ホスピタリティ論 ● 2-2 ⑩ 2
秘書実務Ⅱ 〇 2-1 ⑦ 1

領域3
日本語表現Ⅱ ● 3-1 ⑫ 2
教養基礎 〇 3-2 ⑭ 1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ 〇 3-2 ⑬ 1

必修●：総単位数（6）/基準（6単位以上）　　選択〇：総単位数（12）/基準（10単位以上）　　合計：総単位数（18）/基準（16単位以上）

◇本資格の到達目標
１　秘書実務全体に必要な対人業務・情報業務・一般常識などに関する知識・スキル・態度、それを活用する実務実践力の基本とその学修力を

身につけている。
２　幅広い秘書実務に対応できる学びの基礎能力や社会と自分を知る力を備えている。
３　学びの基礎能力や実務実践力を活かして取り組む課題解決の学修活動を通して、多様な職業能力の基盤となる課題発見・解決力の基礎と学

びの継続力の重要性を理解している。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）

領
域
１ 

秘
書
実
務
の
知
識
・
ス
キ
ル
・
態

度
と
実
務
実
践
力
の
領
域

1-1　
秘書実務の理解

①秘書とは何かを把握し、秘書業務における情報業務、対人業務の意義とその方法を理解することができる。

②秘書としての基本行動に必要な社会常識、ビジネス倫理、ビジネス法規の基本的なことを理解している。

1-2　
秘書実務スキル

③基本スキル（連絡・調整・報告・仕事の進め方・スケジューリング・出張業務・会議運営・接遇実務・
慶弔と贈答・オフィス環境整備）を身につけている。
④パソコンを使って、ビジネス関連文書（ビジネス文書、データ計算・グラフ、プレゼンテーション資料）
作成の基本を身につけている。

1-3　
秘書実務実践

⑤秘書としての話し方・言葉遣い・接遇応対・基本的な接遇行動（来客応対・電話応対）など対人業務を
実践できる。
⑥ビジネス文書（一般・秘文書）、e-mail等、文書や情報の取り扱い・管理知識を備え、情報実務を実践で
きる。

領
域
２ 

秘
書
実
務
を
支
え

る
学
修
の
基
礎
能
力
と

教
養
の
領
域

2-1　
働く基礎能力

⑦秘書実務の学修に、基礎能力（基礎知識・理解力・考察力・表現技術など）を活かした活動ができる。

⑧正課内外の学修活動で協働意識をもって行動し、成果を振り返り、改善点を明確にできる。

2-2　
社会と自分を知る力

⑨市民社会や組織の一員としての自覚をもって現実を理解し、問題を誠実に調べ、省察し、分析できる。

⑩他者への思いやりや責任感をもって学修課題を議論し、仲間とともに課題解決に向けた活動を行うこと
ができる。

領
域
３ 

秘
書
実
務
の
総
合

的
課
題
解
決
と
学
修
継
続

力
の
領
域

3-1　
実務実践力

⑪秘書実務の基礎知識・スキルを活用する総合的演習を通して創意工夫をして結果を出す活動の価値に気
づくことができる。

⑫実践学修における失敗・活動低下・崩壊のきざしなどに対応し、多様な人と関わる活動に取り組んでいる。

3-2　
実践学修に取り組む力

⑬大学の基礎教育や専門分野で学んだ学修成果（知識・スキル・態度）を総合的実践の場で活用すること
ができる。
⑭学修した秘書実務の基本知識・スキルを深める方法を活かし、社会変化をふまえて学びを継続する価値
に気づいている。
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⑨情報処理士資格
　情報処理士は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教育協会規定
の科目及び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得した者で、「情報処理士」
資格の認定を希望する者に対して、一般財団法人全国大学実務教育協会から、「情報処理士認定証」
を交付します。
◇本学基準

授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ ● １－２ ⑤ 1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ ● １－２ ④⑤ 1
コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅰ ● １－２ ⑤ 1

領域2 情報システム概論 ● ２－１ ⑧⑨ 2

領域3

コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅱ ● ３－１ ⑫⑬ 1
キャリア基礎演習 ● ３－２ ⑮ 1
キャリアデザイン演習 ● ３－２ ⑯ 1
ホスピタリティ論 ● ３－１ ⑬ 2

必修●：領域1…基準（2単位以上）、領域2…基準（2単位以上）、領域3…基準（2単位以上）　　総修得単位数：基準（10単位以上）

◇本資格の到達目標
１．	情報社会において情報を適切に扱う知識と技能を身につける。
２．情報科学の知識と技能を理解・修得した上で、それらを実務に適切に活用することができる。
３．情報社会において、対象となる課題を発見・分析し、客観的に捉えて解決することができる。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）

領
域
１　
情
報
社
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関

す
る
基
礎
能
力
と
教
養
の
領
域

1-1
情報社会における情報の
知識

①情報が持つ特性、その表現方法を理解している。テキスト・画像・動画・音声など多様なデジタルデー
タの保管や扱いについて説明できる。
②マスメディアやインターネット上の多様な情報コミュニケーションの手段とその特性、社会的役割や影
響を理解している。
③デジタル技術による社会の発展の可能性やリスク、著作権・個人情報保護・プライバシー等を理解して
いる。

1-2
情報社会において情報を
扱う技能

④マスメディアやインターネット上で表現された情報の意味や発信者の意図を批判的・客観的に正しく評
価し、それを踏まえて情報を有効に活用できる。
⑤論理的で説得力のある文書・レポートを作成できる。情報を可視化し、的確に伝えるためにグラフ・図
を工夫して作成できる。

1-3
情報社会において情報を
扱う態度

⑥必要な情報を収集し、客観的情報に基づき、論理的に判断できる。他社の考えを踏まえ、自分の考えが
客観的に適切かどうかを判断できる。
⑦情報倫理を理解し、インターネット上で情報共有者、発信者として適切に行動できる。

領
域
２　

情
報
社
会
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
技
術
に
関
す
る
知
識
・
ス
キ

ル
・
態
度
と
実
務
実
践
力
の
領
域

2-1
コンピュータとネット
ワークの知識と実践

⑧コンピュータや情報技術の基本原理を踏まえて、ハードウェアとソフトウェアの関係を理解し、デジタ
ル情報を活用できる。

⑨コンピュータネットワークの基本原理を理解し、その上の情報の流れとコミュニケーションの特性、情
報社会のリスクに関する知識を有する。

2-2
データサイエンスと人工
知能（AI）の知識と実践

⑩データの記述や統計分析など、データサイエンスの基本技術を理解し、活用できる。

⑪機械学習を中心とした人工知能（AI）技術を理解し、AIによって何が可能になるか、社会にどう影響す
るかわかる。

領
域
３　

情
報
社
会
に
お

け
る
総
合
的
課
題
解
決

と
学
修
継
続
力
の
領
域

3-1
課題解決の技能

⑫身近な状況の中から課題を発見し、効果的な手法を活用して、課題を解決することができる。

⑬コミュニケーションの本質を理解し、集団の前で効果的にプレゼンテーションができ、また共同作業に
おいて様々な目的で話し合いができる。

3-2
課題解決の態度

⑭グループ活動において、相手の立場を理解して合意点を探り、協調でき、必要に応じてリーダシップを
取るなど、適切に活動できる。

⑮社会の変化を感知し、学びを継続して自分のライフキャリアを考え続けることができる。
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⑩医療秘書実務士資格
　医療秘書実務士資格は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて特定非営利活動法人日本医療福
祉実務教育協会規定の科目及び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得し
た者で、「医療秘書実務士」資格の認定を希望する者に対して、特定非営利活動法人日本医療福祉
実務教育協会から、「医療秘書実務士認定証」を交付します。

協　会　基　準 単位数 本　学　基　準 単位数

必
修
科
目

解剖生理学 2

必
修
科
目

からだの構造と機能 2
医薬と検査 2 臨床検査と薬の知識 2
公衆衛生学 2 健康と疾病 2
医療秘書実務 2 医療秘書学 2
医療秘書実務実習 1 実技演習 1
医療事務総論 2 医療事務総論 2
医療事務演習 1 医療保険事務Ⅰ 2
情報処理演習 1 情報システム概論 2
福祉論 2 地域福祉 2

選　
択　
科　
目

臨床心理 2
2科目

以上

4単位

以上

選
択
科
目

心理学概論 2
看護概論 2
介護概論 2 介護概論 2

外国語会話 1
英会話Ⅰ 1

英会話Ⅱ 1

手話 1 手話 1
点字 1

⑪医事実務士資格
　医事実務士資格は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて特定非営利活動法人日本医療福祉実
務教育協会規定の科目及び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得した者
で、「医事実務士」資格の認定を希望する者に対して、特定非営利活動法人日本医療福祉実務教育
協会から、「医事実務士認定証」を交付します。

協　会　基　準 単位数 本　学　基　準 単位数

必
修
科
目

解剖生理学 1

必
修
科
目

からだの構造と機能 2
医薬と検査 1 臨床検査と薬の知識 2
医療の基礎 1 健康と疾病 2
医療事務総論 1 医療事務総論 2
医療事務演習 1 医療保険事務Ⅰ 2
情報処理演習 1 情報システム概論 2
ホスピタリティ 1 ホスピタリティ論 2

⑫社会福祉主事任用資格
　地方公共団体の職員に任用されることのできる資格です。民間の社会福祉事業、社会福祉を目的
とする事業の事業者がこの資格を採用時の資格要件としている場合もあります。
　本学ビジネスコミュニケーション学科では、次の３科目を取得した場合にこの資格が取得可能です。

科　目　名 単　位　数
地 域 福 祉 2
介 護 概 論 2
心 理 学 概 論 又 は 心 理 学 2
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5．デジタルライフビジネス学科　専門科目
⑴　履修系統図



61

⑵　カリキュラム表
科
目
ナ
ン
バ
ー

授　　業　　科　　目
形　
　
態

単
位
数

卒業
(○：必修、△：選択)

情
報
処
理
士

上
級
情
報
処
理
士

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン

実
務
士

授業回数
担当教員

（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備　
　
考

1年次 2年次
デジタル
ライフ　

デジタル
ビジネス 前 後 前 後

専門科目� 必修
選択 (102) (25)

(77)
(25)
(77)

(8) (8)
(18)

(8)
(12)

DB2B01 デ ー タ サ イ エ ン ス 入 門 講義 2 ○ ○ △ 15 　小山内幸治 ビジ横断
DB2B02 デ ー タ サ イ エ ン ス 応 用 講義 2 △ △ 15 　小山内幸治 ビジ横断
DB2C01 デ ー タ ベ ー ス 演 習 演習 1 △ 15 ○脇原　大輔 ビジ横断

DB2B03 コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ 演習 1 ○ ○ △ ○ 15 　小山内幸治
　小笠原寛夫 ビジ横断

DB2B04 コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ 演習 1 ○ ○ △ △ 15 　小山内幸治
　小笠原寛夫 ビジ横断

DB2B05 コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅰ 演習 1 ○ ○ △ △ 15 ○北　　憲一 ビジ横断
DB2C02 コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅱ 演習 1 ○ ○ △ △ 15 　小笠原寛夫 ビジ横断
DB2C03 情 報 処 理 演習 2 ○ ○ △ 15 ○林　　泰子 ビジ横断
DB2C04 情 報 社 会 論 講義 2 ○ ○ 15 ○林　　泰子

DB2B06 教 養 基 礎 演習 1 ○ 15 　小山内幸治
他 ビジ横断

DB2B07 経 営 学 概 論 講義 2 △ 15 　江見　和明 ビジ横断
DB2B08 簿 記 会 計 実 務 Ⅰ 演習 2 ○ 15 　江見　和明 ビジ横断
DB2B09 ビ ジ ネ ス 法 規 入 門 講義 2 ○ 15 ○谷奥　孝司 ビジ横断
DB2B10 日 本 語 表 現 講義 2 △ 15 　清水　美里 ビジ「日本語表現Ⅰ」と共通

DB2B11 特 別 演 習 Ⅰ 演習 1 ○ 8 　小笠原寛夫
　河村　梨花

DB2C05 特 別 演 習 Ⅱ 演習 1 ○ 8 　小笠原寛夫
　河村　梨花

DB2B12 ウ ェ ブ デ ザ イ ン Ⅰ 講義 2 △ ○ ○ 15 　小笠原寛夫 ビジ横断
DB2C06 ウ ェ ブ デ ザ イ ン Ⅱ 演習 2 △ △ ○ 15 ○山本　洋明 ビジ横断
DB2B13 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ 演習 1 △ △ △ 15 　小笠原寛夫 ビジ横断
DB2C07 プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ 演習 1 △ △ 15 ○脇原　大輔 ビジ横断
DB2B14 C G 演 習 演習 1 △ △ △ 15 ○山本　洋明 ビジ横断
DB2B15 マ ル チ メ デ ィ ア 演 習 演習 2 △ △ △ 15 ○山本　洋明 ビジ横断
DB2B16 Ｓ Ｎ Ｓ Ⅰ 演習 1 △ △ 15 ○山本　洋明
DB2C08 Ｓ Ｎ Ｓ Ⅱ 演習 1 △ △ 15 　小笠原寛夫
DB2C09 Ｓ Ｎ Ｓ 起 業 プ ロ ジ ェ ク ト 演習 1 △ △ 15 　小笠原寛夫
DB2C10 デ ザ イ ン 論 講義 2 △ ○ 15 ○菅本　祐子 ビジ横断
DB2B17 フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ン 講義 2 △ 15 　河村　梨花
DB2B18 ファッションクリエイティブ実習Ⅰ 実習 2 △ 15 　河村　梨花
DB2B19 ファッションクリエイティブ実習Ⅱ 実習 2 △ 15 　河村　梨花
DB2B20 ハ ウ ス プ ラ ン ニ ン グ 講義 2 △ 15 ○木谷　康子
DB2C11 イ ン テ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ（ 理 論 ） 講義 2 △ 15 ○名和　宏晃
DB2C12 イ ン テ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ（ 演 習 ） 演習 1 △ 15 ○河本　浩司
DB2B21 ハ ン ド メ イ ド デ ザ イ ン Ⅰ 演習 2 ○ 15 　河村　梨花
DB2B22 ハ ン ド メ イ ド デ ザ イ ン Ⅱ 演習 2 △ 15 　河村　梨花
DB2C13 ハ ン ド メ イ ド デ ザ イ ン Ⅲ 演習 2 △ 15 　河村　梨花
DB2B23 ネ イ ル ア ー ト デ ザ イ ン Ⅰ 演習 1 △ 15 　河村　梨花
DB2C14 ネ イ ル ア ー ト デ ザ イ ン Ⅱ 演習 1 △ 15 　河村　梨花
DB2B24 映 像 デ ザ イ ン Ⅰ（ 実 習 ） 実習 1 △ △ 15 ○脇原　大輔
DB2C15 映 像 デ ザ イ ン Ⅱ（ 実 習 ） 実習 1 △ ○ 15 ○脇原　大輔
DB2B25 ビ ジ ュ ア ル 表 現 Ⅰ（ 実 習 ） 実習 1 ○ 15 　小笠原寛夫
DB2C16 ビ ジ ュ ア ル 表 現 Ⅱ（ 実 習 ） 実習 1 △ 15 　小笠原寛夫
DB2B26 写 真 表 現 Ⅰ（ 実 習 ） 実習 1 ○ 15 ○河田　憲政
DB2C17 写 真 表 現 Ⅱ（ 実 習 ） 実習 1 △ 15 ○河田　憲政
DB2C18 シ ョ ッ プ マ ネ ジ メ ン ト Ⅰ 演習 2 △ 15 ○杉　　律子 生活・ビジ横断
DB2C19 シ ョ ッ プ マ ネ ジ メ ン ト Ⅱ 演習 1 △ 15 ○杉　　律子 生活・ビジ横断

DB2B27 ビ ジ ネ ス マ ナ ー 講義 2 △ 15 　若生眞理子
○吉田みゆき ビジ「秘書実務Ⅰ」と共通

DB2B28 ア ン ト レ プ レ ナ ー 論 講義 2 △ ○ 15 　江見　和明
DB2B29 イ ン タ ー ネ ッ ト ビ ジ ネ ス 講義 2 △ 15 　小山内幸治

DB2B30 イ ベ ン ト プ ロ デ ュ ー ス 論 講義 2 △ 15 　小山内幸治
○谷奥　孝司

ビジ「イベントプロデュー
ス実習」と一部共通

DB2C20 イベントプロデュースプロジェクト 演習 1 △ 15 ○谷奥　孝司
DB2B31 ファッションマーチャンダイジング 講義 2 △ （集） ○田島　　等
DB2B32 ライフ・ファイナンシャルプランニング 講義 2 ○ 15 　小山内幸治

DB2C21 フ ー ド コ ー デ ィ ネ ー ト 論 講義 2 △ 15 ○弓削　高広
他 生活・ビジ横断

DB2B33 フードライフデザイン（食品と栄養） 講義 2 △ 15 　清水まゆみ
DB2C22 フードライフデザイン（調理と文化） 講義 2 △ 15 　中平真由巳 生活横断
DB2C23 フ ー ド ラ イ フ 実 習 Ⅰ 実習 1 △ 8 　中平真由巳 生活横断
DB2C24 フ ー ド ラ イ フ 実 習 Ⅱ 実習 1 △ 8 　中平真由巳 生活横断
DB2B25 カ ラ ー コ ー デ ィ ネ ー ト 論 講義 2 △ 15 　河村　梨花 生活横断
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科
目
ナ
ン
バ
ー

授　　業　　科　　目
形　
　
態

単
位
数

卒業
(○：必修、△：選択)

情
報
処
理
士

上
級
情
報
処
理
士

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン

実
務
士

授業回数
担当教員

（○は非常勤講師）

Ｃ
Ａ
Ｐ
除
外

備　
　
考

1年次 2年次
デジタル
ライフ　

デジタル
ビジネス 前 後 前 後

DB2C25 き も の コ ー デ ィ ネ ー ト 演習 2 △ 15 　河村　梨花
DB2C26 ラ ッ ピ ン グ 演 習 演習 1 △ 15 　灰藤友理子 生活横断
DB2C27 染 色 演 習 演習 2 △ （集） ○村田　浩子 隔年開講
DB2B35 生 活 学 概 論 講義 2 ○ 15 ○木谷　康子 生活横断
DB2B36 マ ー ケ テ ィ ン グ 講義 2 △ 15 　江見　和明 ビジ「マーケティング論」と共通

DB2B37 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 演習 1 △ （集） 　蘒　　寛美
　清水　美里 ビジ横断

DB2B38 イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 演習 1 △ （集） 　蘒　　寛美
　清水　美里 ビジ横断

DB2B39 地 域 貢 献 演 習 Ⅰ 演習 1 △ ○ △ （集）

　小山内幸治
　江見　和明
　若生眞理子
　小笠原寛夫
　蘒　　寛美

ビジ横断

DB2C28 地 域 貢 献 演 習 Ⅱ 演習 1 △ ○ △ （集）

　小山内幸治
　江見　和明
　若生眞理子
　小笠原寛夫
　蘒　　寛美

ビジ横断
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⑶　卒業・免許・資格要件
区　　分 必修科目 選択科目 合　　計 備　　考

卒 業 25単位 25単位以上 50単位以上

上 級 情 報 処 理 士 8単位 16単位以上 24単位以上

情 報 処 理 士 10単位 10単位
※共通科目
「キャリア基礎演習（1単位）」
「キャリアデザイン演習（1単位）」
計2単位必修を含む

ウ ェ ブ デ ザ イ ン 実 務 士 8単位 12単位 20単位
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⑷　資格
①上級情報処理士資格
　上級情報処理士は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教育協会規定の科目及
び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得した者で、「上級情報処理士」資格の認定を希
望する者に対して、一般財団法人全国大学実務教育協会から、「上級情報処理士認定証」を交付します。
◇本学基準

授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1

情報社会論 ● 1-1 ② 2
コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅰ 〇 1-2 ⑤ 1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ 〇 1-2 ⑤ 1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ 〇 1-2 ⑤ 1
マルチメディア演習 〇 1-2 ⑥ 2

領域2

情報処理 ● 2-1 ⑨⑩ 2
CG演習 〇 2-1 ⑨ 1
プログラミングⅠ 〇 2-2 ⑪ 1
プログラミングⅡ 〇 2-2 ⑫⑬ 1
ウェブデザインⅠ ● 2-2 ⑪ 2
ウェブデザインⅡ 〇 2-2 ⑪ 2
データサイエンス入門 〇 2-3 ⑭⑮ 2
データサイエンス応用 〇 2-3 ⑯ 2

領域3

コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅱ 〇 3-1 ⑰ 1
アントレプレナー論 ● 3-2 ⑲⑳ 2
SNS起業プロジェクト 〇 3-1 ⑱ 1
地域貢献演習Ⅰ 〇 3-1 ⑱ 1
地域貢献演習Ⅱ 〇 3-2 ⑲ 1

必修修得単位数：領域1…基準（2単位以上）、領域2…基準（4単位以上）、領域3…基準（2単位以上）� 総修得単位数：基準（24単位以上）

◇本資格の到達目標
1.　情報社会において情報を適切に扱う知識と技能を持ち、実務を論理的・倫理的に実践できる。
2.　情報科学の知識と技能を理解・修得した上で、それらを実務に適切に活用する実践力を有し、成果を出すことができる。
3.　情報社会において、対象となる課題を発見・分析し、客観的に捉えて解決することができる。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）

領
域
１　

情
報
社
会
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る

知
識
・
ス
キ
ル
・
働
く
基
本
能
力
を
修
得
し
、
活
用
す

る
基
礎
的
実
務
実
践
力
の
領
域

1-1
情報社会における情報の
知識

①情報が持つ特性、その表現方法を理解している。テキスト・画像・動画・音声など多様なデジタルデータの保管や
扱いについて説明できる。

②マスメディアやインターネット上の多様な情報コミュニケーションの手段とその特性、社会的役割や影響を理解し
ている。

③デジタル技術による社会の発展の可能性やリスクを理解し、著作権・個人情報保護・プライバシー、サイバーセキュ
リティ等について説明できる。

1-2
情報社会において情報を
扱う技能

④マスメディアやインターネット上で表現された情報の意味や発信者の意図を批判的・客観的に正しく評価し、それ
を踏まえて情報を有効に活用できる。

⑤論理的で説得力のある文書・レポートを作成できる。情報を可視化し、的確に伝えるためにグラフ・図を工夫して
作成できる。

⑥テキスト・画像・動画・音声などのマルチメディアを活用し、ユーザインターフェイスを考慮して、資料やWebコ
ンテンツを構想、作成できる。

1-3
情報社会において情報を
扱う態度

⑦必要な情報を収集し、客観的情報に基づき、論理的に判断できる。他者の考えを踏まえ、自分の考えが客観的に適
切かどうかを判断できる。

⑧情報倫理を理解し、インターネット上で情報共有者、発信者として適切に行動できる。自分の行動が、社会とのコミュ
ニケーションにおいて、どのような意味や価値をもつかを判断できる。

領
域
２　
情
報
社
会
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

関
す
る
専
門
知
識
・
ス
キ
ル
を
修
得
し
、
総
合

的
に
活
用
す
る
専
門
的
実
務
実
践
力
の
領
域

2-1
コンピュータとネット
ワークの知識と実践

⑨コンピュータや情報技術の基本原理を踏まえて、ハードウェアとソフトウェアの関係を理解し、デジタル情報を活
用できる。

⑩コンピュータネットワークの基本原理を理解し、その上の情報の流れとコミュニケーションの特性、情報セキュリ
ティ技術に関する知識を有して情報社会のリスクに対応することができる。

2-2
プログラミングの知識と
実践

⑪データ構造やプログラミングについて理解し、問題解決のためにプログラムの設計・作成を行い、テスト実行し、
要求仕様に基づいて修正することができる。

⑫状態遷移図やデータフロー図などモデル化の手法を活用し、諸課題に対するアルゴリズムを検討・考察し、構築す
ることができる。

⑬システムの設計・構築・評価・運用のための標準的手法を理解し、起こり得る問題やその対処方法、システム開発
プロセスについて知っている。

2-3
データサイエンスと人工
知能（AI）の知識と実践

⑭データの記述や統計分析など、データサイエンスの基本技術を理解し、活用できる。
⑮機械学習を中心とした人工知能（AI）技術を理解し、AIによって何が可能になるか、社会にどう影響するかわかる。
⑯統計的手法や、人工知能（AI）技術によってデータを解析し、実際の問題解決に活かせる。

領
域
３　

情
報
社
会

に
お
け
る
課
題
発

見
・
総
合
的
課
題

解
決
と
学
修
継
続

力
の
領
域 

3-1
課題解決の技能

⑰身近な状況の中から課題を発見し、効果的な手法を活用して、課題を解決することができる
⑱コミュニケーションの本質を理解し、集団の前で効果的にプレゼンテーションができ、また共同作業において様々
な目的で話し合いができる。

3-2
課題解決の態度

⑲グループ活動において、相手の立場を理解して合意点を探り、協調でき、必要に応じてリーダシップを取るなど、
適切に活動できる。

⑳社会の変化を感知し、学びを継続して自分のライフキャリアを考え続けることができる。
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②情報処理士資格
　情報処理士は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教育協会規定の科目及び単
位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得した者で、「情報処理士」資格の認定を希望する者
に対して、一般財団法人全国大学実務教育協会から、「情報処理士認定証」を交付します。
◇本学基準

授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1

コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ ● １－２ ⑤ 1

コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ ● １－２ ④⑤ 1

コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅰ ● １－２ ⑤ 1

領域2 データサイエンス入門 ● ２－２ ⑩ 2

領域3

コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅱ ● ３－１ ⑫⑬ 1

キャリア基礎演習 ● ３－２ ⑮ 1

キャリアデザイン演習 ● ３－２ ⑯ 1

地域貢献演習Ⅰ ● ３－１ ⑬ 1

地域貢献演習Ⅱ ● ３－２ ⑭ 1

必修修得単位数：領域1…基準（2単位以上）、領域2…基準（2単位以上）、領域3…基準（2単位以上）� 総修得単位数：基準（10単位以上）

◇本資格の到達目標
1.　情報社会において情報を適切に扱う知識と技能を身につける。
2.　情報科学の知識と技能を理解・修得した上で、それらを実務に適切に活用することができる。
3.　情報社会において、対象となる課題を発見・分析し、客観的に捉えて解決することができる。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）

領
域
１　

情
報
社
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る

基
礎
能
力
と
教
養
の
領
域

1-1
情報社会における情報
の知識

①情報が持つ特性、その表現方法を理解している。テキスト・画像・動画・音声など多様なデジタルデー
タの保管や扱いについて説明できる。

②マスメディアやインターネット上の多様な情報コミュニケーションの手段とその特性、社会的役割や影
響を理解している。

③デジタル技術による社会の発展の可能性やリスク、著作権・個人情報保護・プライバシー等を理解して
いる。

1-2
情報社会において情報
を扱う技能

④マスメディアやインターネット上で表現された情報の意味や発信者の意図を批判的・客観的に正しく評
価し、それを踏まえて情報を有効に活用できる。

⑤論理的で説得力のある文書・レポートを作成できる。情報を可視化し、的確に伝えるためにグラフ・図
を工夫して作成できる。

1-3
情報社会において情報
を扱う態度

⑥必要な情報を収集し、客観的情報に基づき、論理的に判断できる。他社の考えを踏まえ、自分の考えが
客観的に適切かどうかを判断できる。

⑦情報倫理を理解し、インターネット上で情報共有者、発信者として適切に行動できる。

領
域
２　

情
報
社
会
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す

る
知
識
・
ス
キ
ル
・
態
度

と
実
務
実
践
力
の
領
域

2-1
コンピュータとネット
ワークの知識と実践

⑧コンピュータや情報技術の基本原理を踏まえて、ハードウェアとソフトウェアの関係を理解し、デジタ
ル情報を活用できる

⑨コンピュータネットワークの基本原理を理解し、その上の情報の流れとコミュニケーションの特性、情
報社会のリスクに関する知識を有する。

2-2
プログラミングの知識
と実践

⑩データの記述や統計分析など、データサイエンスの基本技術を理解し、活用できる。

⑪機械学習を中心とした人工知能（AI）技術を理解し、AIによって何が可能になるか、社会にどう影響す
るかわかる。

領
域
３　

情
報
社
会
に
お

け
る
総
合
的
課
題
解
決

と
学
修
継
続
力
の
領
域

域 3-1
課題解決の技能

⑫身近な状況の中から課題を発見し、効果的な手法を活用して、課題を解決することができる

⑬コミュニケーションの本質を理解し、集団の前で効果的にプレゼンテーションができ、また共同作業に
おいて様々な目的で話し合いができる。

3-2
課題解決の態度

⑭グループ活動において、相手の立場を理解して合意点を探り、協調でき、必要に応じてリーダシップを
取るなど、適切に活動できる。

⑮社会の変化を感知し、学びを継続して自分のライフキャリアを考え続けることができる。
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③ウェブデザイン実務士資格
　ウェブデザイン実務士は本学卒業に必要な単位を修得し、あわせて一般財団法人全国大学実務教
育協会規定の科目及び単位に基づいて、本学の定める科目及び単位（本学基準）を修得した者で、
「ウェブデザイン実務士」資格の認定を希望する者に対して、一般財団法人全国大学実務教育協会
から、「ウェブデザイン実務士認定証」を交付します。
◇本学基準

授業科目名 必修/選択 開発能力Aから選択 学修目標Bから選択 単位数

領域1

ウェブデザインⅠ ● １－１ ①② 2
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅰ ● １－２ ④ 1
コンピュータリテラシー（データ処理）Ⅱ 〇 １－２ ④ 1
情報処理 〇 １－３ ⑤ 2
SNSⅠ 〇 １－２ ③④ 1
SNSⅡ 〇 １－３ ③④ 1
コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅱ 〇 １－２ ④ 1
プログラミングⅠ 〇 １－２ ④ 1
コンピュータリテラシー（情報表現）Ⅰ 〇 １－２ ④ 1
映像デザインⅠ（実習） 〇 １－２ ③ 1

領域2

ウェブデザインⅡ ● ２－３ ⑪⑫ 2
マルチメディア演習 〇 ２－１ ⑦ 2
CG演習 〇 ２－１ ⑦ 1
デザイン論 ● ２－１ ⑦ 2

領域3 映像デザインⅡ（実習） ● ３－１ ⑬⑭ 1
必修●：総単位数（8）/基準（8単位以上）　　選択〇：総単位数（12）/基準（12単位以上）　　合計：総単位数（20）/基準（20単位以上）

◇本資格の到達目標
4.　ウェブサイト制作に必要なHTMLを習得し、ウェブページのスタイルを決めるCSSを用いて基礎的なウェブサイトの開発、運営を行うことができる。
5.　ウェブサイト作成ツールを活用して、ウェブコンテンツやサイトを制作し、ウェブデザインのそれぞれのステップにおいて、基礎分野で学んだ能力を活用

してウェブコンテンツとサイトを作成できる。
6.　ウェブデザインの総合的な演習を通して、専門的な知識やスキルを使って総合的に実践する能力を備え、スペシャリストとして学びを継続する重要性を理

解している。

◇本資格の開発する能力と具体的な学修目標一覧
到達目標におく開発能力（A） 具体的な学修目標（B）
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1-1
ウェブデザインの理解

①ウェブページの作成方法、ウェブサイト構築に関するインターネットの利用技術などについて説明できる。
②ウェブデザイン実務を理解し、マークアップ言語「HTML」やウェブページのスタイルを決める「CSS」を用いて、
見栄えのよいレイアウトを設定することができる。

1-2
基礎的な情報実務能力

③パソコンやインターネットの活用方法などを理解し、ウェブコンテンツ作成ソフトフェアを使って素材（静止画像・
動画・グラフィックス・音声）を作成してウェブデザインに活用できる。

④ビジネスの現場における、情報の検索、加工、分析、資料作成、情報発信などの一連の情報実務を実践でき、ウェ
ブデザインに活用できる。

1-3
ウェブデザイン実務と学修
に取組む力

⑤ウェブサイト運営、およびウェブサイト構築における注意事項、著作権問題、セキュリティなどの重要なポイント
を具体的な事例をもとに説明できる。

⑥ウェブデザインの学修成果を実践活動の場で活用できる能力を身につけ、その結果を振り返って学びを継続できる。
領
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2-1
ウェブデザイン実務スキル

⑦画像編集ソフトを使って静止画像などを編集でき、グラフィックデザインソフトを使ってロゴやイラストなどを加
工できる。

⑧ウェブ制作ツールを使って、静止画、動画、音声などを使った様々なウェブコンテンツを制作して、ウェブページ
を作成できる。

2-2
ウェブデザイン能力の活用

⑨コンテンツマネジメントシステム（CMS）などを活用し、ウェブオーサリングツールを操作して、学習課題に応じ
たウェブページを編集できる。

⑩ユーザーからニーズを的確に把握し、ウェブサイトを制作する方法について学んだスキルを発揮して、企画通りの
ウェブサイトを制作できる。

2-3
ウェブデザイン実務実践力

⑪ウェブデザインの専門知識、スキルを、ビジネス現場で活用できる実践的な応用能力を身につけている。
⑫ウェブサイトを作成するプロセスを資料にまとめ効果的に情報発信できるとともに、ウェブサイトを作成するプロ
セスについての実施マニュアルを作成でき、詳しく説明できる。
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の
領
域 3-1

ウェブデザイン実務の総合
的実務実践力

⑬ウェブデザインについて学んできたことの集大成として、身につけてきた専門知識とスキルを発揮し、ユーザーの
ニーズを把握して、実践の場面で具体的なウェブサイトの作品制作を行うことができる。

⑭ウェブサイトの作品制作、ウェブコンテンツ制作の課題を説明でき、指導マニュアルを作成できる。

⑮ウェブサイトの評価基準（ユーザビリティ、アクセスビリティなど）について説明でき、効果的なウェブサイトを
作成することができ、さらに学びを深める重要性を理解している。


